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母国で多くの人を救いたい!!

モンゴル人指導者育成　第2回日本研修開講式

　公益社団法人日本柔道整復師会（以下、日
整）は、平成₂₅年₁₀月₂₂日（火）東京ドームホ
テルにおいて関係各位の来賓を迎え、「JICA
草の根技術協力事業（パートナー型）₂₀₁₃年
度日本伝統治療（柔道整復術）指導者育成・
普及プロジェクト第 ₂回日本研修開講式」を
開催した。
　この日本研修は、日整が₂₀₀₆年からNGO
の支援事業と、JICA の委託事業として取り
組んでおり、モンゴル国において柔道整復術
を教える立場になる人材を受け入れて、技術
と知識を習得させることを目的としている。
　研修を始めるのは、ダシュラダン・ボロル
トゥーヤ准医師、バトムンク・アルタンエル
デネ准医師、ムンフバートル・ボロルチメグ
准医師の ₃名の指導者研修生。 ₂か月間にわ
たり柔道整復術について、日整会員の接骨院、

整骨院およびこの事業にご理解いただいてい
る整形外科医院で研修を実施する。開講式で
は研修生 ₃名によるモンゴルでの活動報告が
スライドで説明しながら行われた。
　引き続き懇親会が開かれ、工藤会長から「痛
みを感じながら、痛いところに手を当て、心
を読んで治療する技術を学び、子供たちの怪
我に対して全身全霊で臨むことを約束できま
すか」との問いかけに研修生は「がんばりま
す」と研修に対する強い決意を示した。
　同会場では、モンゴル国立健康大学付属看
護学校新学長のオトンゴァ・ネメヒー氏の挨
拶が、インターネットにより現地中継された。
また、ツゥブ県のバグ医師講習会場からも中
継が配信され、両国の友好関係の象徴的な開
講式となった。

広報部
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2020年東京五輪へ参画を要望

　開講式は、午後 4 時から国際部本間琢英部員
の司会進行にて、木山時雨副会長の開式の辞で
始まった。
　挨拶に立った工藤会長は「前回は閉講式から
始まりました。閉講式は日本において学んだ人
たちの発表で、開講式は、閉講式で発表した先
生たちが帰国してどのような活動を行ったのか
報告をしていただきます。
　西洋医学を国が受け入れたとしても地域によ
っては、恩恵を被っていない場所もあるため、
その中で柔道整復術は安価で安心で、日本で長
い間伝統的に培ってきた技術、これは間違いな
く世界で必要とされる技術であり、WHO でも
柔道整復術を日本の伝統医療として認められた
技術であります。
　2020年東京オリンピックのときには、我われ
は医師会と共にトレーナーの活動をしっかりと
やらせていただくそのための働く場所を提供し
ていただきたいことを文部科学大臣にもお願い
してあります。
　後は、我が業界が優秀なアスリートに対して、
自分たちの名誉を賭けて医師会と共に、日本の
武士道精神にのっとった『おもてなし』ができ
るか、できないかに掛かってくると思いますの
で、日本柔道整復師会が限りない研究と学術研
鑚を積んでそれを提供していくように頑張って
いきたいと思っております」と述べた。

モンゴルでの活動の現況と
将来展望

　続いて、国際部の富永敬二理事
から次のように説明と報告があっ
た。
　モンゴルでの活動は、2005年 3
月公益社団法人東京都柔道接骨師
会が朝青龍財団の招聘でモンゴル
を訪れたのが始まりで、その後、
外務省の「日本 NGO 連携無償資
金協力」を受け事業を実施し、
2009年10月からは、国際協力機構
JICA と業務委託契約を結び「草

の根技術協力支援型」としてプロジェクトを実
施した。これによりモンゴルの医療従事者とモ
ンゴル国民に柔道整復術の必要性と有効性を認
識してもらうことが第一目標である。
　我われが撤退した後も、柔道整復術の普及、
指導活動をモンゴル人のみで行うことができる
ようにしたい。そのためには柔道整復術指導者
育成が不可欠で日々研鑚を積んでいる。

今回の研修は富山県で

　毎年 2 回の受け入れを実施し、整形外科医院、
接骨院、整骨院でそれぞれ 1 ヶ月合計 2 ヶ月の
研修を実施。接骨院研修は、日整会員の下で行
っている。今まで、東京、佐賀、埼玉、茨城、
香川の各都県で実施。
　今回は、平成25年10月23日から、富山県に移
動し研修を実施する。整形外科医院での研修先
は、毎回受け入れていただいている、埼玉県の
栗原整形外科医院のほか、今回は、東京都の鳥

▲挨拶する工藤会長

▲富永国際部担当理事
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居整形外科医院、きよせ松山クリニックの先生
方に、事業の趣旨をご理解いただき引き受けて
いただいた。

今後の課題

　モンゴルでは政権交代があり、さまざまな制
度見直しがなされ医療制度も例外ではなく、我
われがカウンターパートの大学で教えていたバ
グ医師コースは廃止され、カウンターパートの
2 大学で新学長が誕生した。
　このような状況下で、プロジェクト後も上位
目標達成のためには、バグ医師をはじめとする
医療従事者に対し、引き続きモンゴル人指導者
候補が中心となり行っていくことが絶対に必要
である、と報告した。

日本固有の技術

　来賓の祝辞として、地球広場 NGO 連携課の
内藤徹課長は「今回来日された 3 名の研修生に

対して、これから約 2 ヶ月
弱、純粋な技術あるいは知
識を学ぶということは非常
に有意義なことですが、文
化の背景となっている日本
を理解することも重要で
す」と歓迎の言葉を述べら
れた。更に「この日本研修
は JICA でもさまざまな形
で各国からお招きしていま
すが、特に今回の目的であ
る柔道整復術は日本固有の
技術であり、日本の伝統が
作り上げたものであります。

一都 6 県を対象に60件ほどの JICA 草の根協力
事業の中でも、日本独自の技術を出し海外にお
いても有効に活用される技術プロジェクトは、
関係者を含めた組織の強さ、チームワークの強
さだと思っております。今後重要なことは自立
のステージ、モンゴル側において、自分たちで
やっていけるステージまでできればと思ってい
ます」と期待を込められた。

途上国に貢献

　中国・モンゴル第一課の藁谷栄上席専門官は
「最初、2008年から2010年までモンゴルに勤務
していました。外務省から NGO 無償事業の外
勤をしていたのが日本柔道整復師会との出会い
のきっかけとなりました」と経緯を語り、
JICA の事業を継続して行っていることに対し
て称賛された。柔道整復術に関しては「日本の
中で培われた技術をそれぞれの途上国でどうや
って生かすかという意味では、JICA のプロジ
ェクトあるいは日本の開発途上国に対する貢献

▲会場風景

▲中国・モンゴル第一課藁谷上席専門官

▲地球広場NGO連携課内藤課長
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でも非常に画期的で、今後の日本の在り方を考
えるうえで大変重要なツールであると思いま
す」と話された。

研修員　モンゴルでの活動報告

氏名：ダシュラウダン・ボロルトゥーヤ
年齢：22歳　女性　准医師
所属：第 3 産院
学歴：2011年モンゴル国立健康科学大学看

護学校卒
専攻：准医師・看護師
取得資格：准医師・看護師

　今年 6 月〜 8 月まで研修帰国し 2 ヶ月間の活
動報告をします。
①患者は階段から落ち、足関節を負傷し受傷 3
日後に私の自宅に来ました。重度の靭帯損傷で
した。②仕事中穴に落ちたとき、足関節と膝関
節を捻り、アルタイ先生とボルロチメグ先生と
共に診察をしました。③ 2 m の高さから落下し、

手首の骨折をしたため連絡があり、講師の先生
の指示の下、整復・固定を行いました。モンゴ
ルではほとんどのケガに対して、固定をしない
ため、関節の機能障害を残します。柔道整復術
の包帯固定を施し、良好な結果が得られました。

氏名：バトムンク・アルタンエルデネ
所属：バヤンホンゴル県ジャルガラント市

立病院　バグ医師
年齢：28歳　男性　准医師
学歴：2006年モンゴル国立健康科学大学ゴ

ビアルタイ看護学校卒
専攻：准医師・看護師
取得資格：准医師・看護師

　今回このような機会を与えていただき、あり
がとうございます。バヤンホンゴル県ジャルガ
ラント市立病院は、3,000人位の人口で、一日
50人から60人の患者が来ます。医師が 4 名、准
医師 3 名、看護師 7 名ほか関係者で構成されて
います。医療技術大学で、看護師に対して包帯
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の技術を講義いたしました。バヤンホンゴル県
の県立病院で 2 週間の研修中、さまざまな外傷
を経験したとき、柔道整復術が大変役に立ちま
した。今後も多くの人たちを救えるよう頑張り
たいです。

氏名：ムンフバートル・ボロルチメグ
年齢：20歳　女性　准医師
所属：モンゴル国立健康科学大学付属看護

大学 Skil lab
学歴：2013年モンゴル国立健康科学大学医

療技術大学（2010−2013）
専攻：准医師・看護師
取得資格：准医師、看護師

　私は、日本に来るのは初めてです。モンゴル
では、地方で放牧しながら生活し、馬上からの
転落や不整地での転倒など日常生活の中で怪我

をするケースが非常に多く見られます。モンゴ
ルでは外傷は基本的には手術療法が主流ですが、
手術は経済的負担が多いうえ、手術後の後遺症
が頻発しておりモンゴルで社会問題となってい
ます。柔道整復術は、保存的治療であるため経
済的な負担が少なく、治療効果も高いことが理
解できました。私は、柔道整復術を更に深く習
い、母国でこの方法を発展させ、モンゴル国民
の健康分野に貢献をしたいと考えています。

　明日から 1 ケ月間、富山県での研修に期待し、
萩原正和副会長の閉式の辞により厳粛のうちに
終了した。

開講式ならびに懇親会来賓出席者（順不同）
衆議院議員 逢沢一郎様
衆議院議員 鈴木俊一様
参議院議員 中川雅治様
参議院議員 有村治子（代）様
自民党東京都連 中屋文孝様
外務省アジア大洋州局
　中国・モンゴル第一課上席専門官 藁谷　栄様
自由民主党東京都連幹事長 内田　茂様
駐日モンゴル国大使館一等書記官
 スフバータル・ボロルチメグ様
独立行政法人
　国際協力機構国内事業部地球ひろば

NGO 連携課課長 内藤　徹様
NGO 連携課市民参加協力員 毛利花絵様
株式会社共同通信社常務取締役 高井雅司様
株式会社共同通信情報企画部本部企画部
 土屋　出様
行政書士 佐藤信義様
産経新聞東京本社企画業務室室長 楠㟢正人様
社団法人日本着付けの会会長 伊藤尚子様
学校法人花田学園理事長、
　東京有明医療大学理事長 櫻井康司様
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　引き続き多数の来賓
をお迎えして、懇親会
が開催された。萩原正
和国際部担当副会長は
挨拶の中で「 3名の活
動報告の心構えに大変
感動をしました。この
指導者育成普及プロジ
ェクトに対しては全面

的に支援しながら進めていき、国際活動で外に
発信し、外の方からも我われを認めてもらうよ
う努めていきたい」と述べた。

　次に、モンゴル国立健康科学大学付属看護学
校オトンゴァ・ネメヒー新学長とのインターネ
ット中継での挨拶があった。
　国際活動についての報告は、萩原隆国際部長
と、金井英樹国際部員が、日本伝統治療普及事
業の取り組みを説明した。

　乾杯の挨拶に立った
共同通信社の高井雅司
常務取締役は「共同通
信社は日本全国、北は
北海道、南は沖縄まで
新聞社にニュースを配
信することを業務とし
ております。同時にア
ジアに軸足を置く国際

通信社として、アジア諸国にも情報の発信に力
を入れています。文字、写真、映像を通じて国
際交流を諮っているところであります。ただ、
情報というものは、良いものもあれば悪いもの
もあり、国際交流に関していえば、一進一退を
繰り返しながら徐々に進んでいくものだと思い
ます。それに対して、柔道整復師会の国際交流
プロジェクトは、情報を通じての国際交流とは
若干違い、フェイスツーフェイスで、日本の伝
統技術を通じて進めていく国際貢献は、相手側
の心の奥底にじわりじわりと浸み込んでいって、
容易に覆ることのない強さをお持ちではないか
という印象を持ちました。このプロジェクトで
学ばれるモンゴルの方々が母国に帰られました
ら、ぜひその知識、技術を使われて、日本国民
のモンゴル国民への友情をしっかりと伝えてい
ただければと思います」と述べられ、柔道整復
師会の国際交流活動ならびに日本国とモンゴル
国の友好の更なる発展を祈念し、声高らかに乾
杯をした。

共同通信社が全面的に支援

▲萩原隆国際部長

▲インターネット中継の様子

▲共同通信社高井常務取締役

▲金井国際部員

▲萩原正和副会長
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　多くの来賓の方々から、柔道整復術に期待す
るありがたいお言葉をいただき、有意義な雰囲
気の中、研修生から「本日はありがとうござい
ました。明日から富山県で柔道整復術を学んで、
一生懸命勉強しますのでよろしくお願いいたし
ます」と流暢な日本語で述べた。激励の言葉と
して工藤会長から「モンゴルの地方にはレント
ゲン、画像診断、注射などはありません。何が
あるかというと、NGOが送った発電機だけです。
このようなところで我われの技術は、状況判断
の下で骨折の整復をするということを、目の当
たりに見て凄い衝撃を感じたと思います。その
ためか、我われの仲間がモンゴルに行ったとき
ぜひ協力させてください、応援しようという医
学部の学生たちが、学校でクラブを作りそこで
日本語も学んで、日本に来ている訳です。です
から、たんなるモンゴルから子どもたちが来て
いるということではなく、もっと真剣にモンゴ
ルが発展することを願いながら技術提供をして
いかなくてはなりません」と我われにも問いた
だした。そして、「250名の柔道整復師が、韓国
で社団法人大韓柔道接骨師会という会を設けて
技術提供をしていましたが、今から30年位前に
我われが訪れたときにはこれがなくなっていま
した。これは、日本においても明治 6年に消滅
されたときと同じ思いを韓国も経験した経緯が
あり、韓国でもう一度柔道整復師を復活させよ
うと、韓国の大学に物療学科を作ってもらいま
した。このような発展の中で、何かをしようと
いうことで、 7年後パラリンピックが来ますが
それに向けて、橋本昇東京都理事が団長となり、
韓国のオリンピックスタジアムのところに、柔
道整復師の名前を掲げて救護活動を行っていま
す」とすでに先を見た活動についても述べられ

た。そして、モンゴル、ミクロネシアなど子供
たちの調査をした結果について述べ、子供たち
の変形治癒が非常に多いことに触れ「日本には、
かつてサッカー世界選手権の際、試合に出られ
ないポルトガル選手に対して、柔道整復師が 3
日の治療で試合に出場させMVPも獲得し母国
に帰るとき『日本には神の手がいる』というこ
とを朝日新聞が取り上げてくれました。このよ
うな技術ですから 3名の研修生の諸君、この技
術はモンゴルの将来、未来のために絶対に必要
な技術です。なぜかというと、明治初期に消滅
した技術を、日本の国民が必要として、どんな
に文化が発展しようと、文明が発展しようと、
痛みを感じながら、痛いところに手を当て、心
を読んで治療する技術これは世界にない技術で
ありますから、子供たちの怪我に対して、全身
全霊で臨むことを約束できますか」と尋ねられ
ると、研修生からは「がんばります」と研修の
決意を約束した。そして、尊敬する人に贈るモ
ンゴル国の伝統的な儀式である「五色布の上に
チーズ菓子」を乗せた贈り物を手渡した。最後
に、豊嶋総務部長の閉会の言葉で懇親会を終了
した。

▲決意を述べる研修生 ▲エールをおくる工藤会長
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広島県のある接骨院の朝の風景

　「Aさん今日はどうしちゃったんですか？」
「腰が痛うての〜」「いつから痛いんですか？」
　「ピカ（原爆）のときに家の梁が腰に落てき
て下敷きになっての〜、死ぬんか思〜たで〜」
「そんな古い話じゃ〜保険はきかんのんよ、最
近何かあったでしょう〜？」「実は植木鉢を動
かしよって痛うなったんよ」という冗談なのか、
本気なのか、消せないトラウマなのか被爆者手
帳を持った患者さんが、私の接骨院にも毎日多
く来られます。

　今年も暑い熱い広島の夏がやって参りました。
　広島は長崎と並び世界唯一の原子爆弾による
被爆地です。
　戦争とは何か、平和とは何か、そして人間と
は何か。人類の歴史の中で大きな意味を持つこ
の土地に住む者としてこの大きく捉えどころの
ない問題を問うては答え、答えては問い直し、
反芻します。
　およそ人類の歴史は戦争の歴史でもありまし
た。平和とは何か。平和とは戦争でない状態、
戦争と戦争の間、戦閑期のことをいうものでも
あるのです。

　広島にはまだ多くの被爆者が住んでいます。
私の母も被爆者ですし、亡くなった祖父、祖母、
叔父も皆被爆者でした。戦前から広島に暮らす
家のお墓には必ず昭和20年 8月 6日から数年の
間に亡くなった方の戒名が刻まれています。
　ラビダノード・パール博士の名前を聞いてピ
ンとくる人は歴史通です。終戦当時カルカッタ
大学の総長で国際法の世界的権威だった博士は、
東京で開催された「極東国際軍事裁判」にイン
ド代表判事として着任しました。パール博士は
この裁判で11人の判事のうちただ一人、被告全
員無罪の判決（少数意見）を下した判事でした。
後に博士はこの裁判にふれて「真実を真実とし
て認め、法の真理を適用したまでである。それ
以上のものでも、それ以下のものでもない」と
語っています。
　昭和27年広島の平和公園を訪れたパール博士
は慰霊碑を参拝し「安らかに眠って下さい　過
ちは繰り返しませぬから」の碑文をご覧になりま
した。その後中区小町にある本照寺の住職の求
めを快く引き受けられてこの詩を揮毫されました。

　激動し　変転する歴史の流れの中に
　道一筋につらなる幾多の人達が　
　万斛の想いを抱いて死んでいった　
　しかし　大地深く打ちこまれた悲願は消えない
　抑圧されたアジア解放のため
　�その厳粛なる誓いに　いのち捧げた魂の上に
幸あれ

　ああ　真理よ！あなたはわが心の中にある
　その啓示に従って　われは進む

1952年11月 5 日　ラダビノード・パール

　この格調高い詩がベンガル語・日本語、英語
で大きな黒御影石に刻んであります。今もパー
ル博士は、真理追究の姿勢と、真実の歴史と正
義を私たちに語りかけてくれています。

いい話
ちょ
っと

パール博士の大東亜悲願の碑
広島県　石川　勝也
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　平成25年10月14日（体育の日）に全国47都道府県から予選を勝ち抜いた強豪48チーム
（東京はA・B 2 チーム）が集結し、講道館大道場において標記大会が盛大に開催され、
茨城県が連覇し 2度目の優勝を飾った。
　開会式の席上で工藤鉄男大会会長は「選手の皆様は、全国47都道府県から予選を勝ち
抜いて、この柔道の聖地である講道館で技術と技能を、今日お集まりの皆様にご披露し
てください。そして、感動と感激をご来賓の皆様にも与えるよう努力してください。選
手諸君しっかりと頑張ってご父兄、先生から今日の戦いが、良かったと言われるような
試合をしていただくことをお願いいたします」と挨拶した。
　今年で 3回目の日整全国少年柔道形競技会が同時に開催され、各地区（柔道ブロック）
から予選を経て 1チーム、計15チームが出場して、技、礼法などを競い合った。

第22回日整全国少年柔道大会

茨城県が連覇で2度目の優勝

後援　文部科学省・東京都・（公財）講道館・（公財）全日本柔道連盟・（公財）東京都柔道連盟・産経新聞社

文部科学大臣杯争奪
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●開会式
〈櫻田文部科学副大臣が祝辞〉

心を養い人間形成に大きく寄与！

〈自由民主党石破幹事長が祝辞〉

人に対する感謝の気持ちを忘れず！

〈産経新聞社企画業務室楠㟢室長が激励〉

力を合わせて物事を成し遂げる！

　秋晴れの好天気に恵まれ、全国から選ばれた
選手たちは、緊張と不安が入り交じった表情の
中にも闘志を燃やし元気よく講道館に入り、開
会式が始まった。
　木山時雨大会副会
長の開会宣言、工藤
鉄男大会会長の挨拶
の後、来賓として出
席された櫻田文部科
学副大臣は、祝辞の
中で「柔道をはじめ
とする武道は単に勝
負を争うだけでなく、

体を鍛え技を磨くと
ともに、礼儀を重ん
じ相手を思いやる心
を養い人間形成に寄
与するもので、柔道
を通じて健全な心と
体を養っていただき
たい」と述べた。続
いて挨拶に立った自
由民主党石破幹事長
は「柔道には二つの
流れがあり、相手を
倒す殺法と相手を生
かす活法があり、活
法をやっているのが
柔道整復師です。そ
れぞれの地域におい
て皆が健康で幸せに

できることを考えているのが柔道整復師です。
人に対する感謝の気持ちを決して忘れず、そし
て自分を見つめ直していい一日にしてください。

皆様の健闘を祈りま
す」と述べた。最後
に挨拶に立った楠﨑
室長は「柔道の聖地
講道館で日ごろの練
習の成果を存分に発
揮していただきたい。
頂点を目指すことは
チームの一人ひとり

が力を合わせて物事を成し遂げようとすること
が重要で、その経験は生活する上で大変役に立
つと思います。皆さんが怪我をしないように、
チーム一丸となって頑張ってください」と激励
の言葉を贈られた。
　時間の都合上、ご祝辞をいただけなかった来
賓が紹介された後、著名人や関係団体などから
の祝電が披露された。
　前年度優勝の茨城県チームから文部科学大臣
杯・大韓杯・産経新聞社杯・モンゴル杯が返還
され、前年度準優勝の神奈川県チームから準優
勝杯の返還があった。
　その後、佐藤正審判長から試合上の注意があ
り、前年度優勝の茨城県チーム代表の長谷川碧
選手による力強い選手宣誓が行われた。
　開会式が終了し、形競技会の選手は 6階国際
部道場に移動、柔道選手は 4試合場に分かれて
白熱した熱戦が繰り広げられた。

茨城県も連覇達成

　第22回大会は、茨城県が神奈川県に続く 2県
目となる連覇を達成した。前年準優勝の神奈川
県は 2回戦で兵庫県と 1対 1になり、代表戦の
結果敗れた。前年 3位の京都府は 3回戦で愛知
県に 2－ 0で敗れ、同じく 3位の大阪府は 1回
戦で敗退した。

▲工藤会長

▲櫻田文部科学副大臣

▲産経新聞社企画業務室楠㟢室長

▲自由民主党石破幹事長
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●試合経過
〈第 1試合場〉
　愛知県が勝ち上がり、敢闘賞に徳島県、フェ
アプレー賞に京都府が選ばれた。
〈第 2試合場〉
　富山県が勝ち上がり、敢闘賞に福岡県、フェ
アプレー賞に広島県が選ばれた。
〈第 3試合場〉
　岐阜県が勝ち上がり、敢闘賞に三重県、フェ
アプレー賞に福井県が選ばれた。

〈第 4試合場〉
　茨城県が勝ち上がり、敢闘賞に兵庫県、フェ
アプレー賞に神奈川県が選ばれた。
〈準決勝〉
　準決勝は、第 1・第 3試合場で行われた。
　第 1試合場では、愛知県が 3－ 1で富山県を
破り決勝に進んだ。
　第 3試合場では、茨城県が 1－ 0で岐阜県を
破り決勝に進んだ。

決　勝
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知

1
長　　　崎

2
岩　　　手

3
東　京　B

4
島　　　根

5
京　　　都

6
静　　　岡

7
熊　　　本

8
山　　　梨

9
徳　　　島

10
福　　　島

11
岡　　　山

12
富　　　山

13
佐　　　賀

14
和　歌　山

15
宮　　　城

16
広　　　島

17
栃　　　木

18
長　　　野

19
青　　　森

20
山　　　口

21
福　　　岡

22
大　　　阪

23
千　　　葉

24
大　　　分

25
鳥　　　取

26
岐　　　阜

27
埼　　　玉

28
山　　　形

29
福　　　井

30
愛　　　媛

31
三　　　重

32
北　海　道

33
奈　　　良

34
鹿　児　島

35
群　　　馬

36
滋　　　賀

37
香　　　川

38
沖　　　縄

39
東　京　A

40
茨　　　城

41
石　　　川

42
兵　　　庫

43
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新　　　潟
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▲〈優勝〉茨城県

▲〈第 3位〉岐阜県

▲〈準優勝〉愛知県

▲〈第 3位〉富山県
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〈決　勝〉
　決勝戦は、第 1試合場で行われ、会場が緊迫
する中、愛知県対茨城県の戦いが繰り広げられ
た。白熱した試合は、 3対 0で茨城県が勝ち、
前年に続く連覇となり全国の頂点に立った。

　優勝した茨城県には、文部科学大臣表彰と杯
を工藤会長が代理で贈られ、引き続き日整会長
表彰と杯が贈られた。木山副会長から大韓民国
柔道連盟杯が贈られた。また、産経新聞社の楠
﨑企画業務室長から産経新聞社表彰と杯が授与
された。

●日整全国少年柔道大会の結果
優　　　勝　茨城県
準　優　勝　愛知県
第　 3　位　岐阜県・富山県
敢　闘　賞　兵庫県・徳島県・三重県・福岡県
フェアプレー賞　 神奈川県・福井県・京都府・広島県
優秀選手賞　長谷川　碧　　　（茨城県）
　　　　　　カフレジオバニ　（茨城県）
　　　　　　竹市　大祐　　　（愛知県）
　　　　　　中田　祐大　　　（岐阜県）
　　　　　　澤田　智大　　　（富山県）

●優勝チームインタビュー
茨城県　眞中　進　監督（談）
　今年は昨年の選手は一人しか残っていなく心
配しましたが、コーチの先生と協力して心の強
いチームにまとめ上げ、今回皆さんのお陰で優
勝することができて大変うれしく思っています。

茨城県　松田　新太君　 6年（談）
　今日はちょっとしか勝てなかったけど、皆の
お陰で優勝できてうれしいです。

▲優秀選手賞
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●形競技結果
〈優　勝〉東京ブロック
　　　　　（取）志村　洸太（東京都） 5年
　　　　　（受）久保　麗央（東京都） 6年
〈準優勝〉中国ブロック
　　　　　（取）鎌倉　茂正（岡山県） 6年
　　　　　（受）江口　雅也（岡山県） 6年

〈第 3位〉北信越西部ブロック
　　　　　（取）中村　凱哉（福井県） 6年
　　　　　（受）平本　翔大（福井県） 6年
〈第 4位〉東海西部ブロック
　　　　　（取）浦上　　茜（三重県） 6年
　　　　　（受）徳和麟太郎（三重県） 5年

　前年と同様、開会式終了後、直ちに 6階にある国際部柔道場に移動して、各地区（柔
道ブロック）15チームが出場し、第 3回日整全国少年柔道形競技会が開催された。
　競技種目として、投の形（手技・腰技・足技のみ）計 9本、演技は各組 1回とし、取・
受を一体と見て評価し「形」の技、および「礼法」、「全体の流れ」を採点した。
　上位 4組（ 1位〜 4位）は、 7階大道場で少年柔道大会決勝戦の前、 4会場で「投の
形」演武を披露した。年々レベルアップしている名演武に館内は静まり、終了後割れん
ばかりの拍手が鳴り響いた。

第3回日整全国少年柔道形競技会
優勝の栄冠は東京都

〈優勝〉東京ブロック

〈第 3位〉北信越西部ブロック

〈準優勝〉中国ブロック

〈第 4位〉東海西部ブロック
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　優勝した東京都チームには、文部科学大臣表
彰が工藤会長から代理で贈られ、続いて産経新
聞社の楠﨑企画業務室長から産経新聞社表彰が
贈られた。最後に工藤会長から日整会長表彰が
贈られた。

●優勝インタビュー
〈東京ブロック〉向井　幹博　監督（談）
　全国のレベルが上がっている中で優勝できた
ことは大変うれしく思います。これからますま

す切磋琢磨して、試合だけでなく、柔道の魅力
を形の中に見つけてほしい。

〈東京ブロック〉久保　麗央君　 6年（談）
　 1週間前に怪我をして投げる練習はできなか
ったけれど、流れの練習はしていて優勝できて
よかったです。
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●開会式
　開会式では国歌斉
唱、日整会歌斉唱の
後、木山時雨大会副
会長の開会宣言が行
われた。
　挨拶に立った工藤
鉄男大会会長は「日
ごろから各地で公益
事業に携わっていた

だきありがとうございます。また、仕事をしな
がら各ブロックの代表になるために日々鍛錬を
し、その技術を持ってこの講道館で、練習の成
果を遺憾なく発揮していただきたい。そして、
地域の人たちから尊敬され愛される柔道整復師

を目指していただきたい。仕事がありますので
無理をせず、怪我に注意をしていただいて、試
合が終わったら皆さんで握手をして、健闘を称
えあっていただきたい」と述べた。
　来賓として自由民主党衆議院議員の平沢勝栄
氏、（公社）全国柔道整復学校協会会長の坂本
歩氏、学校法人花田学園東京有明医療大学理事

長の櫻井康司氏から
ご祝辞をいただいた。
時間の都合上ご祝辞
をいただけなかった
来賓紹介の後、優勝
旗・優勝杯の返還が
行われた。

　日整全国少年柔道大会に引き続き、午後から行われた標記大会は、全国15ブロック（北
信越西部A・Bチーム）16チームが集結し盛大に開催された。全15試合中、内容勝ちが
3試合、同点により代表戦が 3試合と接戦続きの連続で緊迫した試合の結果、近畿が24
年ぶり 2度目の優勝を飾った。

第37回日整全国柔道大会

近畿24年ぶり2度目の優勝

後援　厚生労働省・東京都・（公財）講道館・（公財）全日本柔道連盟・（公財）東京都柔道連盟・産経新聞社

厚生労働大臣旗争奪

▲工藤会長

▲自由民主党平沢議員

▲選手宣誓する田中寿人選手
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●特別功労者表彰
〈選手として通算15回出場〉
佐藤　裕美（北海道）
神原　和成（広島県）

〈選手として通算10回出場〉
桂　　　剛（大阪府）
中谷　　弘（山口県）
富岡　利仁（香川県）

●功労者表彰
〈選手・形演武・監督・審判として通算 5回出場〉
新井　伸章（埼玉県）　　髙橋　靖征（埼玉県）
加藤　　学（神奈川県）　坂本　周作（神奈川県）
上本　英彦（東京都）　　木目沢哲哉（東京都）
津久井佑隆（東京都）　　原　　　豊（東京都）
大友　隆雄（神奈川県）　北村　　公（新潟県）
榎本　好根（愛知県）　　湊谷　知幹（京都府）
黒田　善治（和歌山県）　石居　謙二（大阪府）
古味　直憲（高知県）　　重松　哲夫（福岡県）

●出場証授与
〈出場選手を代表として〉
下地　秀和（東京ブロック）

●日整柔道形講習会功労賞
〈通算 5回受講〉
小澤　昭夫（埼玉県）　　藤崎　　満（千葉県）
春日井和幸（愛知県）　　妹尾　　徹（千葉県）
中村　　太（愛知県）　　森　　正仁（愛知県）

●会長特別表彰
第 4回世界柔道「形」選手権大会優勝
「柔の形」  大森　千草（長野県）
「固の形」  中山　智史（岐阜県）
　　　　　林　　聖治（岐阜県）
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●形の演武
「極の形」
（取）中澤　伸一　六段（北海道）
（受）中澤　　正　五段（北海道）

「固の形」
（取）夫馬喜久治　六段（愛知県）
（受）春日井和幸　五段（愛知県）

「柔の形」
（取）真中　　進　六段（茨城県）
（受）青木　竜也　五段（茨城県）

「柔の形」
（取）相羽　秀昭　五段（愛知県）
（受）森　　正仁　六段（愛知県）

演　武
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●試合経過
〈第 1試合場〉
　 1回戦をともに勝ち上がった中関東と近畿の
戦いの結果、 2－ 2の代表戦が行われ、近畿が
勝ち準決勝に進んだ。

〈第 2試合場〉
　 1回戦をともに勝ち上がった東北と北信越西
部Bの戦いの結果、 2－ 1で北信越西部Bが勝
ち準決勝に進んだ。
〈第 3試合場〉
　 1回戦をともに勝ち上がった南関東と北信越
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優勝　近畿

経　過

決　勝
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西部Aの戦いの結果、 2－ 2の内容勝で、北信
越西部Aが準決勝に進んだ。
〈第 4試合場〉
　 1回戦をともに勝ち上がった東京と北信越東
部の戦いの結果、 3－ 1で東京が勝ち準決勝に
進んだ。
〈準決勝〉
　準決勝は第 1・ 3試合場で行われた。
　第 1試合場では、近畿が北信越西部Bに 4－
1で勝ち、決勝に進んだ。
　第 3試合場では、東京が北信越西部Aと 1－
1の結果、代表戦が行われ東京が勝ち、決勝に
進んだ。
〈決　勝〉
　決勝戦は第 1試合場で行われ、24年ぶりに決
勝戦の舞台に上がった近畿と決勝戦常連の東京
との戦いとなり、 2－ 2の内容勝ちで接戦を制
した近畿が24年ぶり 2度目の優勝を飾った。
　優勝した近畿チームには、厚生労働大臣旗を
工藤会長が代理で贈られ、日整会長表彰と優勝
杯が贈られた。続いて大韓杯、モンゴル杯が贈
られた。

●優勝インタビュー
近畿ブロック　監督　栗本　建也　参段（談）
　日ごろの業務の努力と、皆さんが一生懸命練
習した成果だと思います。ありがとうございま
した。

近畿ブロック　副将　湊谷　知幹　六段（談）
　やっと勝てたという感じでほっとしています。
今回はチーム一つになれたのが勝因だと思いま
す。ありがとうございました。

●日整全国柔道大会の結果
優　　　勝　近畿
準　優　勝　東京
第　 3　位　北信越西部B
　　　　　　北信越西部A
優秀選手賞　湊谷　知幹（近畿）
　　　　　　ガンバートルフデレムンフ（近畿）
　　　　　　杉本　秀人（東京）
　　　　　　川口　　稔（北信越西部B）
　　　　　　田中　寿人（北信越西部A）

※�日整のホームページに日整全国少年柔道大会、日整全国少年形競技会、日整全国柔道大会の決勝
戦動画や形の演武、写真スライドを配信中です。ぜひご覧ください。

　（注）�日整全国柔道大会は会員ページで配信しています。

▲〈優勝〉近畿

▲〈第 3位〉北信越西部B、北信越西部A

▲〈準優勝〉東京

▲優秀選手賞
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▲北海道ブロック ▲南関東ブロック

▲東北ブロック ▲東京ブロック

▲北関東ブロック ▲北信越東部ブロック

▲中関東ブロック ▲北信越西部Aブロック

第37回日整全国柔道大会出場選手紹介
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▲北信越西部Bブロック ▲大阪ブロック

▲東海東部ブロック ▲中国ブロック

▲東海西部ブロック ▲四国ブロック

▲近畿ブロック ▲九州ブロック

第37回日整全国柔道大会出場選手紹介



聞き手　（社）広島県柔道接骨師会会長 山﨑　健司
　　　　　　　　　　　　　広報部長 石川　勝也

柔整サ
ロン

柔道一筋
～1964東京オリンピックから2020東京オリンピックへ～
広島県柔道連盟理事長　東京オリンピック柔道軽量級金メダリスト

中谷　雄英先生に聞く
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山㟢　中谷先生、本日はお忙しい中、我われ
のためにお越しいただきまして誠にありがと
うございました。ちょうど時期的に東京オリ
ンピック招致ということもありまして、この
広報誌が出るころには結果も出ているのです
が、先生は前回の東京オリンピックで、柔道
軽量級で金メダルという大変素晴らしい結果
を残されました。広島県としましても全国に
誇れることでございます。私も当時小学校 6
年生でして、テレビで先生のお姿を拝見しま
して柔道を志した者として、当時のお話をお
伺いさせていただきたいと思います。本日は
よろしくお願いいたします。
中谷　はい、分かりました。
山㟢　早速ですが、先生が柔道を始められた
きっかけとそれはいつごろでしたか。
中谷　小学校 6年生のときです。近くの桜幼
稚園に道場ができて、そこへ兄が行くように
なり、付いて見に行くようになりました。父
親に僕も習いたいと申しますと、中学生にな
ってからなら良いと言われましたが待ちきれ
ずに何回もせがみました。クリスマスのとき
に何か欲しい物があるかと問われまして、柔
道が習いたいと申しますと、それならという
ことで、それから習うようになりました。
山㟢　先生はいつごろから頭角を現すように
なられましたか。
中谷　中学のときも強い部類ではありました
が、 1番 2番というわけではありませんでし
た。市内で 5番目位には入っていたと思いま
す。県の大会はまだありませんでした。当時

は柔道も野球も盛んでした。
　冒険王という漫画雑誌に「いがぐり君」と
か、「だるま君」とか柔道の漫画があってそ
れに影響されたという部分もありました。
山㟢　そうですね、私は「柔道一直線」とか
「姿三四郎」とかを見ていました。先生は広
陵高校から明治大学へ進まれましたね。学生
時代の思い出を教えてください。
中谷　高校 3年生のときには県で 1番でした。
当時インターハイは団体戦しかなく、広島県
では盈進商業が強くてインターハイには出場
できませんでした。私が卒業して個人戦がで
きましたが当時はまだ無差別でした。それか
ら体重別になりました。
山㟢　柔よく剛を制す、という意味では無差
別が柔道らしいとも思われますが、そのへん
はいかがでしょうか。
中谷　やはり柔道を発展させるという意味で
は、体重別の方が皆に優勝のチャンスができ
ますからそのほうが良かったと思います。私
は高校 3年生のときには無差別でも県で 1番
くらいでしたが、県から 4名が国体に行けま
したので、熊本県の国体に行きました。広島
県は全国的にも上位でしたが 2回戦で福岡県
と当たりました。プロレスに行った坂口征二
君が大将で私は次鋒で出ました。優勝候補だ
った福岡を広島が破りました。私の相手が久
留米商業の橋口という選手でしたが、久留米
商業はインターハイで団体戦で優勝していま
した。そのポイントゲッターだった橋口に私
が一本で勝ち、坂口が足払いをすかされて転
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んで負け、 2対 1で広島が勝ちました。その
ことも認められて明治大学に進むようになり
ました。
山㟢　明治大学へ進まれてからはいかがでし
たか。
中谷　山肩敏美先生に東京オリンピックに有
望な選手だからという推薦書を書いていただ
いて明治大学を受けに行きました。先生には
そう書いていただいていましたが、それが恥
ずかしくって、自分ではオリンピックに出ら
れるとは思ってなかったものですから。国体
には出ましたがインターハイに出てなかった
ものですから、全国的に自分がどのくらいな
ものかが分かりませんでした。その推薦書が

巻物のように墨で書かれたものでして、それ
を出すのが恥ずかしかった思い出があります。
山㟢　オリンピックに出るものだということ
で明治大学に推薦されてたわけですか。
中谷　私自身は明治大学に入れたらいいなと
いう思いで受験しました。私がオリンピック
に出られるとは、これっぽっちも思っていま
せんでした。
山㟢　それがどのへんから意識されるように
なりましたか。
中谷　大学 2年生のときに第 2次選考でオリ
ンピックの候補選手に選ばれました。全国か
ら軽量級で10数人選ばれていまして、その中
ではおそらく 9番か10番くらいだったと思い
ます。そのとき、岩田兵衛さんという年上の
方がいて、その方が軽量級ではオリンピック
の代表になるだろうという大方の予想でした。
軽量級にもかかわらず日本選手権にも出てお
られました。選考試合は第 8次までありまし
た。
山㟢　その選考試合で勝ち進まれて代表を勝
ち取られるわけですが、そのときのお気持ち
はいかがでしたか。
中谷　東京オリンピックの前の年にプレオリ
ンピックというのがありまして、優勝はでき
ませんでしたが岩田さんを破って、決勝戦に
行きました。決勝戦では重岡選手に負けまし
たが、そのときに岩田さんの時代は終わった
となり、重岡、松田、私の 3人の中から選ば
れるだろうということになりました。当時は
大学 3年生でした。一年間 3人で競いました。
　1963年（昭和38年）にソ連の選手が日本に
遠征にやって来て、軽量級ではステパノフ選
手に総嘗めにやられてしまいました。そのと
き、私は試合に出なかったのですが、ソ連の
選手は手足が長いので、帯取り返しが得意で
皆やられました。1964年（昭和39年）の 2月
にソ連のモスクワ大会に行き、そこで決勝を
ステパノフと競い、技ありの優勢勝ちで優勝
しました。それを評価されてオリンピック代
表に選ばれました。
山㟢　オリンピック代表に選ばれたときはど
ういうお気持ちでしたか。

【プロフィール】

中
なか

　谷
たに

　雄
たけ

　英
ひで

昭和16年　広島市生まれ　
昭和36年　広陵高等学校卒業

　明治大学入学
昭和38年　モスクワ国際柔道選手権優勝
昭和39年　�東京オリンピック柔道軽量級金メダル
昭和40年　明治大学卒業
昭和42年　�ソルトレークシティ世界柔道選手権�

軽中量級 3位
平成11年　文部大臣表彰受賞（体育功労者）
平成15年　藍綬褒章受賞
平成23年　旭日双光章受賞

　全日本柔道連盟理事を歴任
現 在　広島県柔道連盟理事長
　　　　　広島市柔道連盟会長
　　　　　講道館柔道九段�研究分野は公衆衛生
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中谷　当時新聞などでは松田選手が有望視さ
れていましたから、私も松田選手が選ばれる
と思っていました。結局、発表になったら私
が選ばれていましたが、私は諦めて大学の寮
でテレビを見ていました。知人から「中ちゃ
んおめでとう、代表に選ばれたよ、ラジオで
言っていたよ」と連絡があり、さすがにその
ときは涙が出ました。
山㟢　サンボ（ロシアの国技）の柔道と日本
伝統の柔道ということでは、外国人選手対策
として作戦はあったのですか。
中谷　はい、対策はありましてすごく練習し
ました。練習しましたが余り役にはたたなか
った気もしますが、ステパノフに対しては組
手を常に有利に戦えました。
山㟢　我われが教わりましたのは、ちゃんと
組んで一本を取るという柔道でしたが、先生
のころはもっとそういうものが厳しかった時
代でしたか。
中谷　相手もよく組んできていました。外国
人はステパノフは強かったですが、ほかの選
手はそうでもなかったです。だからオリンピ
ック代表に選ばれたときは金メダルは取れる
だろうという気はしていました。モスクワで
実際勝っていましたから。
山㟢　オリンピック代表になられて金メダル
を取ったということは、先生にとってもやは
り大きな転機となられましたか。
中谷　オリンピックで優勝できたので現在の
私があるわけで、あのとき負けていたらその
時点で柔道を辞めていたか、辞めさせられて
いたかもしれません。今は国際試合で負けて
も使ってもらえますが、当時は一回負けると
もう使ってもらえませんでした。それだけ選
手の層が厚かったのです。
山㟢　外国の柔道人口は今ほど多くはなかっ
たようですが、日本に稽古に来ていましたか。
中谷　トップクラスは来ていました。まだ日
本の柔道は外国に比べて優位で差がありまし
た。
山㟢　勝って当たり前という雰囲気の中での
プレッシャーもあったでしょうが、その中で
精神力を保つご苦労もおありだったのではな

いでしょうか。
中谷　オリン
ピックという
大会は大きな
ものがありま
して、何とも
言えない口で
は説明できな
い雰囲気があ
りました。
石川　よくオ
リンピックに
は魔物がいると表現されますが。
中谷　私も普段はあがらないタイプなのです
が、武道館に広島からもたくさん応援に来て
もらっていましたが観覧席を見るようなゆと
りはなかったですね。
山㟢　それほど集中していらっしゃったので
すね。
中谷　表彰式のとき、畳を回りながら観覧席
を見回して応援してくださった方々がやっと
分かりました。それまで余裕がなかったので
すね。
山㟢　国を背負うというお気持ちはおありで
したか。
中谷　負けるという気はないのですが、やは
り雰囲気が今までの試合とは全然違いました
から。
山㟢　それと、柔道の最初の試合でしたね。
中谷　私がトップバッターでしたから、後に
続く者に悪い影響を与えてはいけないという
ことで、絶対に元気のある試合をしないとい
けないという気持ちはすごくありました。
山㟢　団体戦でもそうですが、先鋒がどうい
う勝ち方をするかで後の流れが全く違ってき
ますね。
中谷　個人戦でも私がどう戦うかで後に影響
するからという気持ちはありました。
山㟢　先生の時代では、国を背負って戦うと
いうお気持ちはいかがでしたか。
中谷　それはすごくありました。負けたらも
う生きて帰れないみたいな、モスクワ大会に
はそんな気持ちで行きました。
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山㟢　今はそれが希薄になっているような気
もしますが。一回負けてもまた使ってもらえ
るような。
中谷　あの時代は負けたらもう二度と使って
もらえなかったから、一試合一試合が大事で
した。
山㟢　集中力が全く違うということですね。
オリンピックの試合の中で印象に残っている
ものを教えてください。
中谷　ステパノフとは準決勝であたりました。
合わせ技で一本勝ちしましたが、その試合が
一番力が入った試合でした。決勝はスイスの
ヘンリーでしたが日本的な柔道をしましたから
楽でした。勝てる気持ちはありましたが、投
げ技の判定は合議となって一本で勝ちました。
山㟢　瞬時の判断が審判にも求められますね。
当時の監督はどなたでしたか。
中谷　天理大学の松本安一師範でした。もう
お亡くなりになりました。
石川　監督は試合中によく声を掛けられまし
たか。
中谷　試合よりも練習のときに厳しいお声を
掛けられていました。
山㟢　子供の試合中に父兄の声が大きくなる
こともよくありますし、監督も指示を出した
りしていますが、子供はロボットではないの
ですから、練習で身に付けたことを出せばい
いと思います。試合中は静かにと思いますが、
いかがでしょうか。
中谷　今までの声掛けの半分は審判に対して
言っている部分もあるかもしれません。
山㟢　金メダルが確定して表彰台に上がられ
るときはどのようなお気持ちでしたか。
中谷「やっと終わったな。負けなくて良かっ
た、役割を果たせたぞ」という気持ちでした。
金メダルを取ったぞ、ではありませんでした。
まだ後に試合が 3つ残っていましたから、飛
び跳ねて喜ぶようなことはできませんでした。
山㟢　金メダルを取りその後卒業されて、現
役はいつまでなさったのですか。
中谷　三菱レーヨンで28歳までやりました。
辞めたというより辞めさせられたといいます
か、まだできる気持ちはありましたが、コー

チを勧められました。ああもう駄目なのだな
と思いました。そのようなときにドイツから
ナショナルコーチの要請があり 3年間ドイツ
へ渡りました。
山㟢　外国のコーチを務めることに対して周
囲の反応はいかがでしたか。
中谷　篠巻選手が日本の無差別で出場し、ド
イツからグラウン選手が出てグラウンが勝ち
ました。左の対策をしっかりした結果でした
が、当然反発もありました。私は日本の柔道
が負けるはずはないと思っていましたから。
石川　スポーツの世界ではよくありますが、
日本のサッカーの監督でもそうですが、外国
人の方に指導者になっていただくことについ
てはどうお思いですか。オリンピックはどう
しても国別対抗戦となりますが。
中谷　私はやはり日本の選手が勝ってくれと
思います。ドイツの監督は韓国の韓虎山（ハ
ンホンサン）という方でした。ドイツは私を
コーチとしてきちんと待遇してくれていまし
た。
山㟢　そういう意味では先生方の頑張りが、
後輩の指導者を外国へ出やすくしたという部
分はありましたね。
中谷　私たちがパイオニアでしたからね。し
かし、今は日本のコーチが必要なくなってき
ました。それだけ柔道が世界に普及したとい
えます。
山㟢　嘉納治五郎師範の理念としての、日本
の柔道を世界に広める、ということが実践で
きたということでもあるのですね。
中谷　そうです、喜ぶべきことと言えます。
山㟢　その反面漢字の柔道がローマ字の
Judoになったといいますか、カラー柔道着
のことや新しい黄色い畳ですとか、今までと
変わっていく部分もありますね。
中谷　私はそのへんは全く気になりません。
国際試合はそうなっていますから。
山㟢　ドイツから帰られてからはどうされま
したか。
中谷　帰国後は、家業の商売をしながら県柔
連の仕事を山肩先生のもとでして、YMCA
の道場でも教えていました。
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山㟢　私も広島に帰って接骨院を開業し、県
柔連で審判や救護をさせていただきながら、
先輩の先生にいろいろなことを教えていただ
き、それが私の財産となっています。中谷先
生に最初にお会いしまして、お話をしていい
ものやらと、何しろ先生は雲の上のお方のよ
うでしたから。柔道をするきっかけになりま
したのも中谷先生がオリンピックで金メダル
を取られたのを見てからですし、今日もこう
して気さくにお話していただいて、本当に身
に余る光栄で、感謝申し上げています。
　全柔連も新しく宗岡正二新会長になられま
したが、全柔連の今後をどのように思ってい
らっしゃいますか。
中谷　やはり改めるところは改めていかなけ
ればなりません。実際、暴力はいけないこと
ですから再発しないように気を付けなければ
なりません。今ブラジルで世界選手権をやっ
ていますが、選手が金メダルをとって活躍し
てくれることが一番ですね。そうしたらまた
新しい日本の柔道が生まれてくるのではない
でしょうか。
山㟢　次のリオデジャネイロオリンピックで
はメダルは期待できそうでしょうか。
中谷　世界選手権でも頑張っていますし、日
本の選手も次々と新しい選手が育ってきてい
るようですし、大丈夫ではないでしょうか。
男女とも金メダルを 3個ずつは取れるんじゃ
ないでしょうか。
山㟢　最近の選手には国を代表して出ている
という気持ちはどうなのでしょうか。

中谷　国を代表してという気持ちよりは、自
分が出ているという気持ちが強いのではない
でしょうか。
山㟢　次の東京オリンピック招致はどう思っ
てらっしゃいますか。
中谷　私は可能性は強いと思います。経済、
治安、大会運営能力とどれをとっても日本は
強いのではないでしょうか。
山㟢　最後に先生にとって柔道とはどのよう
なものでしたでしょうか。
中谷　私の人生の全てですよ。柔道のお蔭で
今日の私があるようなものです。
山㟢　我われの中では柔道と柔道整復師は切
っても切れない間柄と思っていますが、先生
の中で柔道整復師はどのようにお思いでしょ
うか。
中谷　柔道整復師の増加により、接骨院も乱
立で困っているとかよく聞きますが、昔はほ
ねつぎの先生のところに行くとすぐ治ると言
われていました。柔道大会にも救護に来てい
ただいていて助かります。安心して柔道がで
きますからね。まぁ、柔道と柔道整復師は親
戚みたいなものですからね（笑）。
山㟢　1964年東京オリンピックの柔道競技金
メダル第一号の先生は、広島県にとっても本
当に宝のような方です。今もこうして柔道に
かかわられながらご指導にあたっていただい
ていますが、今後につきましても、柔道なら
びに我われ柔道整復師会も引き続きご指導く
ださいますようよろしくお願いいたします。
本日は、誠にありがとうございました。

▲左から　石川部長、山㟢会長、中谷先生
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群馬県

平成25年度生涯学習講習会

リンパ浮腫の治療とケア
　平成25年 7 月26日（日）、午後 1時から前橋市
「県農協ビル」で標記講習会を開催した。一般
公開講座では、群馬県太田市にある太田記念病
院看護師、認定リンパ浮腫セラピストの荒井よ
う子先生を講師に迎え「リンパ浮腫の治療とケ
ア」と題して講演をいただいた。リンパ浮腫に
対する理解を求め、現在の治療方法と今後の課
題を呈した。

講演要旨

リンパ浮腫とは

　人の体の循環には動脈・静脈・リンパ管があ
る。心臓から出た血液の90％は静脈から再び心
臓に戻るが、残り10％の血液成分は毛細血管か
ら周囲の組織間へ漏れ出す。この水分（組織液）
を吸収し、再び心臓へ向かって運搬するのがリ
ンパ管の役割である。これにより水分バランス
が保たれ、血漿タンパクの平均調整が行われる。
水分バランスが崩れると浮腫を発症する。
　また、手術・放射線・化学療法（薬）などに
より、リンパ管が作為的に障害を受け、リンパ
の流れが停滞することもある。すると、リンパ
管に再吸収されないタンパクの濃度が次第に上
昇し、リンパ浮腫の発症を引き起こす。

種類と病期

　リンパ浮腫に
は一次性・原発
性と二次性・続
発性がある。一
次性・原発性で
は生まれながら
の形態異常によ
る運搬機能の低
下。二次性・続
発性は外科的治
療、放射線治療
などの後遺症として発症。
　病期は 0期、Ⅰ期、Ⅱ期、Ⅲ期に分類される。
　 0期　 リンパ管の輸送に障害はあるがリンパ

浮腫が顕在化していない
　 1期　 夕方になるとむくむ程度。患肢を挙上

することで改善
　Ⅱ期　 患肢を安静にしても改善しないが寝て

起きると改善。次第に改善しづらくなる
　Ⅲ期　 圧迫根は残らず皮膚が硬化し角化が見

られる。皮膚は肥厚し象皮症などが見ら
れる

治療法

　水分バランスを保ち、生体防御を司るリンパ
は、アルブミンやタンパク成分を多く含んでお
り栄養が豊富。そのため皮下組織に停滞すると
免疫力が低下し、さまざまな発症を引き起こす。
　治療はリンパ液の排出を目的とし、複合的理
学療法を行う。

私たち柔道整復師は
全国各地で活躍しています。
健康づくり（公開健康講座）、スポーツボランティア
防災・救護・介護など

公開健康講座

▲荒井先生



－ 29－

　①スキンケア（皮膚を清潔にし保湿）
　② 浮腫を健康なリンパ節へ流すリンパドレナ
ージ

　③弾性着衣、弾性包帯を使用した圧迫療法
　④圧迫下での運動療法
　⑤ その他、患肢挙上など苦痛にならない程度
の日常生活指導

　以上の①～⑤を患者の様子を見ながら流動的
に行う。決して無理をさせず、苦痛などないよ
う浮腫の緩和に努めることが必要。

患者のケア

　早期発見早期治療が以後の生活の QOLを左
右する。専門外来の受診を勧め、診断と適応禁
忌を確認して治療を受けるのが理想である。ま
たリンパ浮腫は一生続くため、心のケアが重要
になる。治療することを諦めないようにサポー
トし、辛いことや我慢することはやめて、弾性
着衣をつけて適度に運動を続けながら、上手に
リンパ浮腫と付き合うことが大切である。
　予防としては日常生活で注意をする程度で、
これといった確定的な方法があるわけではない。
ただし、日常生活指導をする価値はあるので、
体重の管理や姿勢、気圧の変化、左右の足の比
較などさまざまな点に注意を払うことは無駄で
はない。

（広報員　永井　毅）

愛知県

第 1回アスレチックトレーナー�
研修会

　本会は今年度から、事業部の中にアスレチッ
クトレーナー委員会を新設した。アスレチック
トレーナーの語義は、スポーツ現場で選手が受
傷したときの応急処置や傷害の評価から復帰ま
での手順を考えたり、傷害を予防したりするた
めに働くスタッフの一員と定義され、現在では
スポーツ現場に限らず、高齢者の健康づくりな
どにも活躍の場が広がっている。
　本会は以前より、県柔道連盟をはじめさまざ
まなスポーツ団体より、選手の救護やケアの依
頼を受けて会員を派遣してきた。昨年の公益社
団法人移行によりその意義はますます重要とな
り、柔道整復師がスポーツ活動の支援体制の一

角を担い、会員が積極的に参加し貢献できるよ
うに必要な知識と実技を習得することを目的に、
事業部長を委員長とし、その他 3名の委員から
構成されるアスレチックトレーナー委員会を立
ち上げた。
　平成25年 4月18日（木）、会長・副会長同席の
もと、第 1回会合を開催し今後の方針を検討し
た。その結果、 8月25日（日）、第 1回アスレチ
ックトレーナー研修会が本会講堂にて以下の演
題で実施された。講師は経験豊富な委員会メン
バーが務めた。
　
　 1．足部傷害のテーピング法　井原正晴委員
　 2．柔道場での救護活動　相羽秀昭委員
　
　足部傷害のテーピング法では、競技前あるい
は競技中に痛みを訴えてケアを希望する選手に
対して、どこが痛いのかをしっかり見極めて素
早く処置するといった迅速な対応が求められる
と前置きし、使用するテープの選択やテーピン
グテクニックを説明したあと、足関節や足底ア
ーチ保持のための固定を実際にモデルを使って
解説した。最後に「試合をよく観察することが
重要である」と述べた。テーピングをした選手
が十分パフォーマンスを発揮できているかをよ
く観察することで、自分が施したケアが正しか
ったかを把握できるからである。また機会があ
れば競技後にも、その選手にケア後のコンディ
ションを聴いておくことも大切だと結んだ。
　柔道場での救護活動では、主審が救護員を呼
ぶジェスチャーを含め、あらかじめルールを熟
知することが大切だと述べた。試合中の医師に
よる整復や、選手の依頼による診察や手当ては

棄権負けとなる。
一方、主審の指
示で爪を切るの
を手伝う場合や
粘着テープで出
血を覆う場合は
棄権負けとなら
ない。ただし出
血の場合、同部
位の再出血処置
は 2回までとさ
れているので、▲実技指導
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棄権負けとならないように完全に止血しなけれ
ばならない。また脳振盪についてもその対処に
言及した。
　会場は220名の聴講者（うち勤務柔道整復師
19名）で埋め尽くされ、活発な質疑応答が交わ
された。昨年 4月の公益社団法人移行によって、
救護ケアの依頼に対してますます充実した活動
が求められる。会員の資質も高めていかなけれ
ばならない。そういう意味でこのたび始まった
この研修会の意義は大きい。

（広報員　長谷川貴一）

兵庫県

平成25年度スポーツ科学講習会

　例年開催している標記講習会が、兵庫県柔道
整復師会館において下記日程で行われた。

　平成25年 6月 9日（日）　AED講習会
　平成25年 7月28日（日）　 日本赤十字救急法講

習会
　平成25年 9月 8日（日）　 「肩関節の機能解剖

からみた疾患のとら
え方とその診かた
（評価）」

AED講習会

　「心肺蘇生法国際ガイドライン2010」に沿っ
て CPRおよび AEDを使用した心肺蘇生法の説
明と実技が行われた。当会では、毎年開催され、

緊急時に備え繰り返し受講することを促してい
る。

日本赤十字救急法講習会

　前半は、赤十字救急法の総論から各論まで説
明があり「急病者の手当」の救急法を実践する
際の心得や基本についての講義であった。後半
は「きずの手当」「骨折の手当」の基本につい
て解説があり、応急手当の三角巾を使用した実
技指導、担架や毛布を使用した傷病者の搬送法
が実演された。

「肩関節の機能解剖からみた疾患のとらえ
方とその診かた（評価）」

　講師に甲南女子大学看護リハビリテーション
学部理学療法学科准教授西川仁史先生を迎え、
スライドを交え興味深い講義が行われた。

（広報員　本田　崇）

大阪府

第 3回府民健康づくり講座�
―『ストレッチ』その目的と効果―�
“こんなストレッチあるの !?”

　平成25年 9月14日（土）、午後 3時から大阪柔
整会館 5階大ホールにて標記講座が開催された。
　NPO法人日本ストレッチング協会公認イン
ストラクター本会附属整骨院院長橋本貫次郎先
生が講習を行った。
　ストレッチと聞けばスポーツ時の「ウォーミ
ングアップやクールダウン」という声が聞こえ
てきそうだが、実はもっと大切な目的と効果が
ある。
　運動不足による筋肉の硬さに加え、関節の柔
軟性は年齢とともに低くなる。
　柔軟性が低下すると筋肉が硬く伸張性が乏し
くなり、頚部捻挫や腰部捻挫、はたまた関節痛
を引き起こすことにもなりかねない。
　ストレッチにより関節の可動域を広げて柔軟
性を高めることは、運動能力の向上と健康的な
日常生活を送るためにとても大切なことである。
　ストレッチにはいくつかの種類があり、今回
はスタティックストレッチといわれる体を静止
させ、反動を使わずに関節の可動域を段階的に
増やし、無理のない程度に筋肉が伸ばされた状

▲足部傷害のテーピング法
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態を保持する方法、コンプレッションストレッ
チといわれるストレッチングしたい筋肉の部分
を圧迫して行う方法、動きながら柔軟性を高め
ていくダイナミックストレッチの 3種類の方法
を実習した。
　橋本先生からはスタティックストレッチをす
るとき、手の位置を上方・中間・下方と角度を
変えることで、より効果的にストレッチが行え
るちょっとしたコツや、基本姿勢としてリラッ
クスし脱力できる安定した状態でストレッチン
グを行うことなどを教えていただいた。
　一般府民で参加の女性は「ストレッチの仕方
を具体的に説明いただきながら実習できて大変
勉強になりました。家に帰って早速復習します」
と満足そうな笑顔で感想を述べられる方もいた。
　府民健康づくり講座は毎年 4回実施される。
これからも府民の皆様のニーズに応える講座を
実施できるよう尽力していきたい。 （広報員　山田　豊）

栃木県

栃木県・足利市総合防災訓練

日本赤十字社栃木県支部　接骨・整骨災害救護
奉仕団
　毎年 9月に行われている栃木県防災訓練。
　本会で運営する接骨・整骨災害救護奉仕団は
毎年参加していますが、今年度の活動の様子を
ご紹介します。
　平成25年 9月 1日（日）、気温37℃に迫る猛暑
の中「足利市渡良瀬運動場」で開催された防災
訓練は、私たち柔道整復師や当会にとって非常
に意義深いイベントへ成長した。
　本会は平成12年から「接骨・整骨災害救護奉
仕団」として赤十字と協力し、栃木県の開催す
る防災訓練に参加。以来、毎年参加を続けてき
たことで顕著な結果を示し、県知事ら行政組織
にも「柔道整復師会の活動は、非常に頼もしい」
との認識を得ている。

救護訓練概要

　傷病者救護訓練では、あらかじめ設定された

9人の傷病者（いずれも骨折・脱臼を想定）を
応急手当し、救護テントへ搬送というシナリオ
だったが、イレギュラーな指示や要求にも的確
に対応し、柔道整復師の能力の高さを示した。

救護訓練リポート

　午前 9時会場の足利市に集合、日赤のユニフ
ォームに着替えて「いざ出陣」。県内に発生し
た大災害の想定での訓練開始となった。
　 5組10名の救護班を編成し、得意分野である
中等度症の骨折と脱臼の傷病者 9人を担当する
ことになった。
　訓練時間は約20分、救護班 1組が 2人の傷病

防災

▲
▼ストレッチの指導
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者を担当するので、傷病者一人につき10分以内
に応急手当てを完了させなければならない。10
分以内…一見短いようだが、普段使い慣れた包
帯やシーネでの処置なので、私たちにとっては
ほんの数分でできてしまう作業である。しかし、
今回は訓練であると同時に、県民・市民の防災
意識の高揚を図ることを目的としているため、
一般の方へ分かりすいように「ゆっくり・てい
ねい」をモットーに訓練に臨んだ。
　鎖骨骨折、肩関節脱臼とも、整復後にデゾー
法を用いて固定。デゾー法の利点は、しっかり
とした固定ができることであり、三角巾を使用
しないため、材料の節約になる救護向けの包帯
法となる。何より他団体の救護員にインパクト
を与えることができた。四肢の骨折にも、シー
ネと包帯を使い応急的な固定を行い、作業を完
了した。
　その後、傷病者のトリアージ（＊注 1）が行
われ、赤十字社の設置した救護テントに負傷者
を搬送し、訓練終了となった。
　今回、訓練の救護班10名は開催地ということ
もあり、足利支部の会員が担当した。赤十字社
の担当者や参加経験豊富な団員からも「今回の
訓練は本当に良かった」と、称賛の声があった。

高評価！で年々期待度上がる

　訓練会場において当会奉仕団の行った事業は
3種。メインは日赤栃木県支部やその所属奉仕
団らとともに行う『傷病者救護訓練』。昨年度
から地元医師会も加わり、より災害現場での実
状を意識した訓練となる。
　もちろん訓練には『想定される状況』がシナ
リオとしてあるが、参加団の横断的な連携打ち
合わせは存在せず、現場では突然の要求や想定
外の状況が発生するが、そういった事態にどの
ように対処し連携していけるかも大切な経験と
なり、実際の災害時に役立つこととなる。
　リポートにあるとおり、非常に柔軟な対応が
でき、周囲の評価も高かった。
　昨年から栃木県の主導する『災害医療連携協
議会』においても、私たち柔道整復師の活躍が
注目されており、担う役割は確実に大きくなっ
てきている。
　今後もさまざまな状況に対応できるよう訓練
の幅を広げ、機会を増やしていくことが重要で
あろう。

PR活動の主役『無料骨密度測定』

　骨密度測定ブース（写真）で測定した人数は
219人となり、猛暑の中開催されたイベントと
しては十分な成果を挙げたといえる。
　同時に行われた学術部による『骨密度と骨折』
の相関を探る調査でも、貴重なデータが収集さ
れ来年度発表される論文に期待が持てる。
　猛暑で屋外の測定では、携わった会員の負担
は想像以上であったことと思うが、バイタリティ
あふれる対応で、訪れた皆さんの印象に深く残
ったことと思う。
　単に『骨密度を測定した』だけではなく、私
たち柔道整復師（接骨院・整骨院）への信頼を

▲鎖骨骨折の整復
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高めることにつながっている。参加された皆さ
ん。大変お疲れさまでした。

認知度調査事業

　ここで行われた「柔道整復師認知度調査」も
回を重ねて行うことが「接骨院・整骨院」の良
い PR活動でもあることを認識していただきた
い。
　調査の結果は来年度の栃木県公衆衛生学会に
おいて発表の予定だ。
　注 1： トリアージとは、災害現場等で救護や

手当ての優先度を決定する振り分け作
業のこと

（広報員　塚原　剛）

千葉県

第34回九都県市合同防災訓練・�
千葉県会場訓練

　平成25年 9月14日（土）、 9月半ばになっても
今夏の猛暑を思わせる厳しい暑さの中、銚子市
千葉科学大学前および隣接する銚子マリーナに
おいて、130の参加機関・約5,000人の参加人員で、
本訓練が大規模に行われた。

訓練想定

　想定は、銚子沖を震源とするマグニチュード
6.8の地震が発生、銚子市では震度 6強を記録
するとともに、建物や道路が損壊、電気・ガス・
水道などのライフライン機能が一部麻痺してい
る。またこの地震の発生により「千葉県九十九
里・外房」地域には、大津波警報（高さ10m）
が発令され、13時00分、銚子市潮見町に高さ
8 mを超す津波が押し寄せ、海岸付近一帯で
家屋や車両が巻き込まれたほか、流出した家屋
から火災が発生するなど甚大な被害となった。

訓練方針

　訓練方針は住民相互、防災関係機関などとの
緊密な連携・協力、公的機関の広域応援による
「自助」「共助」「公助」を主眼とした実践的訓
練を実施した。
　更に、銚子市での甚大な被害が予想される実
災害を想定した訓練を実施するとともに、地域
住民が多数参加した初期対応訓練など、新しい

訓練を導入し実施した。
　また、啓発の充実・強化を図り、地域防災力
の向上や防災意識の醸成を図った。

実際の災害現場さながらの訓練

　被災現場に到着した警察・消防・自衛隊は航
空機や車両により被災情報の収集と避難広報を
行うとともに、中層の建物から梯子車での救助
や、高層建物の屋上や海上からは、ヘリコプタ
ーをホバリングさせての被災者を90人救助、押
し流された家屋などに対しては、災害救助犬な
どと連携をした捜索、転覆した車両から特殊救
助器機を使用しての救助活動を、実際の災害現
場さながらに実施した。

　本会会員の活躍

　本会応急救護チームは、千葉県および銚子市
から要請を受け銚子市が設置した応急救護所
（中等症・軽傷）に参集し、各機関と連携し、

1名がトリアージに参加し、他の会員は骨折・
脱臼・捻挫・打撲などの負傷者に対して応急救
護処置を施すとともに、必要に応じ医師との相
談の上、後方医療機関に搬送するなどの支援活
動を行った。
　参加した本会東部支部会員は、日ごろの業務

▲本会応急救護チーム

▲会員による応急処置
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を生かし素早くかつ的確に処置を行っていた。
　東日本大震災の記憶がまだ鮮烈に残り、将来
日本列島で更なる大災害の発生が懸念されてい
る今、業界の社会的好印象の認知度を高めるた
めにも、会員一人ひとりが災害救助のスキルア
ップを図り、社会貢献に備えるべきと考える。

（広報員　渡辺　勇）

愛知県

各地で防災訓練に参加

　防災の日にあたる平成25年 9月 1日（日）、愛
知県各地で防災訓練が実施された。災害救護の
協定を結んでいる愛知県・名古屋市・岡崎市と、
地域独自の取り組みである名古屋市天白区の 4
自治体で25名の会員が参加した。
　毎年行われる愛知県総合防災訓練は、今回は
稲沢市との合同で行われた。愛知県の最西端に
ある木曽川左岸のサリオパーク祖父江に、愛知
県や稲沢市・自衛隊・県医師会・日赤愛知県支
部など77機関の職員やボランティア・地域住民
など約2,800人が集まり大規模に行われた。本
会も会長・副会長・事業部長・支部会員ら総勢
10名が参加した。
　マグニチュード 9の南海トラフ巨大地震が発
生し、稲沢市内で震度 6強の揺れによる甚大な
被害が発生したとの想定で、応急救護所で担架
搬送などの医療救護活動を行った＝写真。また
市内 6小学校の 5・ 6年生約300人に、ペット
ボトルや週刊誌・レジ袋、シーツ・衣服など身
近な物を利用しての応急救護指導と担架作りの
体験実習を、 1回約20分で 4回行った。
　名古屋市では「なごや市民総ぐるみ防災訓練」
が、基幹区の一つである熱田区の市立野立小学
校で行われ、副会長と事業部員、支部会員ら合
わせて 5名が参加した。日曜日にもかかわらず
2学期の始業式として児童たちも登校しそのま
ま地域住民とともに見学した。会員は、災害伝
言ダイヤルを紹介する NTT西日本や、AED・
心肺蘇生法の講習を行う日赤など 4団体ととも
に体育館にブースを設け、汗だくになりながら、
身近な物を利用した応急救護や担架作りを集ま
った住民らに説明したり実践してもらったりした。
　岡崎市防災訓練には支部会員 5名が参加。会
場の一つである市立六ッ美中部小学校グランド

で住民40人に、身近にある材料を用いた応急救
護の実技指導を行った。特にレジ袋を使った提
肘法は、住民のみならず消防団や婦人自主防災
クラブの方々にも好評で、多くの質問が寄せられた。
　名古屋市天白区では植田南小学校に13機関が
集まって実施され、支部会員 5名が参加した。
グランドに設置したブースで前腕骨骨折と下腿
骨骨折などを想定して、やはり身近な材料を使
った応急処置を模擬患者さん40人に対して 2回
に分けて実施した。模擬患者さんが熱心に取り
組むため、会員も気合いを込めて活動した。
　事前の 8月27日には、各地域の参加者や担当
者ら20名が会館に集まって、応急救護や担架作
りの手法を実際に練習して当日に臨んだため、
どの地域でも統一した練度の高い活動ができた。

（広報員　長谷川貴一）

鳥取県

鳥取県との災害協定締結

　鳥取県との災害協定を締結することになり、
平成25年 3月22日（金）に「災害時における協力
に関する協定締結式」が、鳥取県知事公邸第 1
応接室で行われ、野坂会長・岡村副会長・山本
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理事の 3名が参加し、平井伸治鳥取県知事との
協定書に署名した。
　協定に伴い、会員の緊急時の対応について再

確認するため、救急救命士を招き、応急処置の
講習会を開催する予定である。

（広報員　佐々木浩一）

北海道

第36回北整柔道大会�
第22回北整全道少年柔道大会�

第 3 回北整全道少年柔道形競技大会

　平成25年 8月 4日（日）、室蘭市体育館にて、
標記大会が盛大に開催されました。
　萩原正和大会長の挨拶では全道各地から参加
された選手、監督・指導者、ご家族の方々およ
び北海道柔道連盟の先生方へ感謝の意を述べま
した。
　はじめに第22回北整全道少年柔道大会が全道
11ブロック25チームで行われ切磋琢磨した試合
が続く中、決勝は前年度優勝の直心館苗穂柔道
少年団を僅差で破った十勝選抜 A（遠藤俊春監
督）が優勝して日整全国少年柔道大会出場の切
符を手にしました。
　続いて全道より 8組16名の出場により第 3回
北整全道少年柔道形競技大会が行われました。
出場選手のキレのある息のあった形が披露され
た結果、様似柔道少年団の金子隼人選手（取）、
中川秦選手（受）が優勝して日整全国少年柔道
形競技会への連続出場となりました。
　午後からは第36回北整柔道大会が開催され、
萩原正和大会長の挨拶では「我われは柔道整復
師であります。冠に『柔道』がついている以上、
柔道の精神に則って『相手を敬う・礼儀作法・
痛みを分かちあう心』をモットーに活躍してい
るはずです。その精神を大事にしながら怪我を
しないように頑張ってください」と述べました。
　試合は教え子や家族が見守る中、紅白団体対
抗戦が行われました。結果は紅軍 7勝・白軍 4
勝で紅軍が優勝杯を手にしました。
　続いて個人トーナメント戦が行われ20～30代
の部は石倉正大選手（札幌ブロック）、40代の
部は鹿又秀之選手（北見ブロック）、50代の部
は佐藤克広選手（旭川ブロック）が接戦を勝ち

抜き優勝を手にしました。また、名誉会長賞は
石倉正代選手（札幌ブロック）に、二瓶英雄賞
は尾崎哲之選手（北見ブロック）に、優秀選手
賞は高橋一夫選手（札幌ブロック）、草原克久
選手（札幌ブロック）、山本良太郎選手（函館
ブロック）、遠藤俊春選手（十勝ブロック）、葛
西誠志選手（北見ブロック）に贈られました。
　平成25年10月14日（月 ･祝）に講道館で開催
される日整全国柔道大会には、各年代の優勝者
に高橋一夫選手（札幌ブロック）、西尾義裕選
手（北見ブロック）が加わり出場します。代表
選手の皆様におかれましては全国大会でも力と
技を発揮して、ご活躍されることをご祈念いた

少年柔道大会

▲
▼試合風景
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しております。
（広報員　高山訓正）

和歌山県

第 4回近畿少年柔道大会

　平成25年 7月28日（日）、和歌山県立武道館に
おいて、標記大会が開催された。
　大会に先立って日整全国少年柔道形競技会に
出場する和歌山県滝川柔道場の中山結夢さん、
尾﨑功慎君による「投の形」の演武が行われた。
その後、近畿ブロック各地から集まった少年少
女による熱戦が繰り広げられた。

試合結果
　 4年生の部　優勝　三浦幸輝（滋賀県石山塾）
　 5年生の部　優勝　 常陰司竜（兵庫県社柔道

少年団）
　 6年生の部　優勝　 大門尚弥（奈良県豊徳館

野村道場）

（広報員　出㟢素之）

兵庫県

第29回兵庫県柔道整復師会�
少年柔道大会

　平成25年 7月 7日（日）、標記大会がグリーン
アリーナ神戸で開催された。
　大会は、県内各地の柔道教室や道場から、男
女小学生127チーム609名が高学年70チーム・低
学年57チームに分かれ、トーナメント形式で行
われた。
　開会式後、試合に先立ち参加児童による「投

の形」の演武が披露され、その後、監督やチー
ムメイト、家族の声援を受けた熱戦の開始とな
った。
　高学年の部決勝は、昨年優勝の「社柔道少年
団」と初優勝を狙う「龍野若竹会」の対戦とな
り、「社柔道少年団」が連覇で 8度目の優勝を
勝ち取った。低学年の部決勝は、今回で 3年連
続となる「二見少年柔道クラブ」と「広畑柔道
教室」が対戦し、今年は「二見少年柔道クラブ」
が昨年の雪辱を果たし 2度目の優勝を飾った。
　その後、日整全国少年柔道大会に出場する兵
庫県代表選抜メンバーを決める個人戦が行われ、
4年生　所谷一平君（三日月広道館）・ 5年生　
山尾直大君（将祥柔道館）と河田征剛君（神刑
Jr柔道クラブ）・ 6年生　福田大晟君（二見少
年柔道クラブ）と毛利允也君（姫路中央柔道教
室）の 5選手が、兵庫県代表選抜チームとして
10月に講道館で行われる日整全国少年柔道大会
の代表に選ばれた。

大会結果
高学年団体
優勝 社柔道少年団（東播地区）
準優勝 龍野若竹会（西播地区）
第 3位 兵庫少年こだま会（神戸地区）
第 3位 姫路中央柔道教室（西播地区）

低学年団体
優勝 二見少年柔道クラブ（東播地区）
準優勝 広畑柔道教室（西播地区）
第 3位 伊丹土曜柔道教室（阪神地区）
第 3位 黒田庄柔道少年団（東播地区）

（広報員　本田　崇）

▲元気に選手宣誓

▲代表選手
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神奈川県

災害現場のようでした

　「富士登山レース」「日本山岳耐久＝ハセツネ」
「キタタン」の 3大レースとして定着した、「北
丹沢山岳12時間耐久トレイルレース」＝「キタ
タン」も今回で15回目の開催でした。エントリ
ー2,100人超、当日1,763人の出走者、完走者は
男性1,366人、女性143人、合計1,509人、完走率
85.53％でした。
　本部救護所には、トレランドクターとして著
名な福田医師、第1CP（チェックポイント）神
ノ川ヒュッテには地元診療所の小林医師の 2名
の医師の指導を受けつつ軽度擦過傷から熱中症、
筋疲労による挫傷、全身けいれん、骨折、捻挫
などさまざまな症状で大勢の人数に対応をいた
しました。 1名ですが重篤な脱水症状のためヘ
リコプターによる救助搬送も行いました。第
2CP神ノ川園地でも本部派遣救護員が架設テン
トで待機処置を行いましたが処置人数、対象傷
病など災害現場のようであったとの報告でした。
　平成25年 7月 7日（日）、梅雨明け最初の日曜
日、山間部なのに気温34.4℃。朝 5時30分の夜
明けとともに続々と集結するランナーたちに、

スタート前健康チェックの呼び掛けを行いなが
らの準備から、夕刻までの片付けまで全く休む
間のなかった“12＋ 2＝14時間耐久救護活動”
に参画した相模支部員 8名の会員にはお疲れさ
までした。本会救護派遣訓練を兼ねて湘南支部
兼子会員と下山相模支部長がスイーパー救護で
全行程を走破いたしました。 2名は水、あるい
はアメ玉などのほかにテーピング、包帯、湿布
などの衛材を持って、傷病者に声を掛けつつ走
りました。ある意味選手より練習など過酷な調
整をしての参加ではないでしょうか。また、第
3救護拠点には本会広報部員森会員と横須賀支
部から増川会員と八ッ橋勤務柔道整復師に赴い

鳥取県

日整全国少年柔道大会鳥取県予選

　標記の大会を平成25年 7月14日（日）に鳥取県
倉吉市の倉吉武道館で開催した。
　少子化や子供たちの柔道離れにより、年々参
加人数が減少してはいるが、選手たちは皆、一
生懸命日ごろの鍛錬の成果を発揮し、熱戦を繰
り広げた。

試合結果
4年優勝　松本涼祐
5年優勝　内海瑛作　準優勝　牧浦太陽
6年優勝　新井匠　準優勝　松本拓磨
　以上の 5名が鳥取県の代表として10月14日講

道館で行われる全国大会に出場する。
　出場選手の活躍を期待している。

（広報員　佐々木浩一）

▲代表選手

ボランティア・その他

▲救護活動
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ていただきました。相模支部員な
らびに他地域の会員には早朝・遠
路の参加ご苦労さまでした。
　平成25年 8月25日（日）小田原市
（雨天中止）、 8月31日（土）川崎市、

9月 1日（日）相模原市、 9月21日
（土）には 9 都県市総合防災訓練
「ビッグレスキューかながわ」が
平塚市で開催され、それぞれの支
部員が参画活動を行いました。こ
のように県下各地で柔道整復師の
訓練参加がなされておりますが、
訓練ですからシナリオに沿った行
動です。実際の災害現場は今回の北丹沢山岳レ
ースのように過酷な救護員の“耐久救護活動”
が要求されるものと想定されます。
　今回の本部派遣救護には横須賀・藤沢からは
神奈川県北西部、山梨の県境約90数 kmの地点
に赴いて活動していただきましたが、実際の災
害現場では被災地の会員は自宅または自院の作
業で救護活動はできないものと思います。従い
まして、被災地から離れた柔道整復師が応援救
護活動を行う状況になります。
　その意味におきましても今後の「ビッグレス
キューかながわ」などの参画には対象支部の会
員とともに本部派遣の救護員として活動する会
員の募集も必要だと思います。また、今後は救
護員の派遣とともに衛生材料や食糧・飲料など
の後方支援をする活動も想定して訓練を行う必
要性も考えております。
� （広報員　白鳥輝夫）

石川県

草刈奉仕活動ボランティア

　チャレンジ・マイハート草刈り奉仕活動が平
成25年 8月18日（日）、午前 6時から野々市市社
会福祉法人「サニーメイト」で奉仕活動が行わ
れた。早朝から日差しの強い中、会員、家族計
26人と施設職員が参加。会員たちはそれぞれが
鎌や草刈り機などを持参し奉仕活動に汗を流し
た。タオルで汗をぬぐい、腰を伸ばしながらの
作業だったが、施設の方々や会員同士で会話を
楽しみながら活動はスムーズに進められ約 1時
間半で作業は終了した。

　今年で14年目となる草刈り奉仕活動だが、会
員と施設の方々との交流も図れ、充実した作業
になり、終了後には夏の青空の下、参加者全員
の愉快な笑い声が響いた活動となった。

（広報員　佐藤裕之）

島根県

島根大学医学部解剖実習見学

　平成25年 6月24日（月）、島根大学医学部（出
雲キャンパス）において、大谷浩島根大学医学
部長（解剖学教授）の指導のもと、島根県柔道
整復師会の会員有志が集まり解剖実習見学を開
講いたしました。
　はじめに解剖実習を見学するにあたってのオ
リエンテーションがあり、「島根大学医学部解
剖実習に使用しているご遺体は、島根大学の献
体篤志会である『有終会』会員の尊いご意志と、
ご遺族の方々のご理解とご協力によって提供さ
れていることを十分理解し、敬意と感謝の気持
ちを忘れずに実習に取り込むこと」と説明を受
けました。
　こういった高い志で善意あるご協力者の方が
おられて初めて医学の進歩につながっているの
だと改めて思い至ることができました。
　そして実習室に出入りするときには必ず礼を
し、黙とう。ご遺体に対する礼節を重んじる姿
勢には頭の下がる思いでした。
　この解剖見学は、ご遺族の方の心情を考え、
守秘義務があるとの説明を受けておりましたの
で、内容に関しては詳しく説明することができ
ません。最初は緊張の面持ちで遠巻きに様子を

▲参加者
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拝見していただけですが、学生の方と
一緒に献体に触れながら見学が進むに
つれて緊張感も少しほぐれました。医
学部の先生方や学生の方にいろいろな
質問を投げかけたり、時には質問を受
けたりと、とても普段では体験できな
い有意義な時間を過ごすことができま
した。
　普段は医学書の写真や図説などでし
か確認できなかった筋肉の起始・停止
や関節、靭帯、神経など細かいところ
まで触れて勉強することができ、今ま
ではイメージとしてしか捉えられるこ
とができなかったものが、実際に触れて確認で
きたということがこの上ない体験となりました。
　 1時間半という限られた時間の中で十分に満
足された様子の先生もおられましたし、あっと
いう間でまだまだ学びたいという様子の先生も
おられました。
　今回の解剖実習見学をさせていただくにあた
りまして、ご尽力をいただきました医学部の先
生方、島根大学関係者の方、そしてご遺体を献
体していただいたご遺族の方、貴重な体験をさ
せていただき本当にありがとうございました。
　私たちはこの体験を生かして今後の施術に生
かしていきたいと思います。

（広報員　井戸内　修）

広島県

はつかいち縦断みやじま国際�
パワートライアスロン大会2013

　今年も標記大会が平成25年 6月23日（日）に開
催されました。今年のキャッチコピーは「挑戦
の先に待つ人がいるから…」。
　スタートラインは世界遺産厳島神社の秀麗な

大鳥居。多くの観客が大鳥居の対岸付近に集ま
ります。勇壮な和太鼓が鳴り響く中、定時の午
前 9時、鉄人レースの幕は切って落とされまし
た。
　大鳥居から対岸の大野までスイム2.5km、大
野から廿日市、佐伯、吉和エリアの狭い林道を
走る高低差約850mのバイク55km、標高700m
地点から900mまでアップダウンの激しいラン
20km（リレー22km）、トータル77.5km。距離
としてはミドルタイプですが、海抜0mから標
高900mまで駆け上がる激しい高低差と、コー
スのほとんどが上り坂という日本でも屈指の過
酷な大会です。それだけに選手の体力の消耗は
相当なものがあります。
　沿道のボランティアと市民の声援を受けてゴ
ールを目指して駆け抜けて行くアスリートの姿
は神々しくも誇らしく、苦しみの後の喜びに向
けてただひたすらに走り続けていました。参加
する人も、沿道で観戦する人も、目前で展開さ
れている鉄人の躍動を目の当たりにして、それ
ぞれの感動を覚えたのではないでしょうか。
　今大会も本会は協力団体として参加しました。
従来どおりのゴール地点クベーレ吉和での選手
に対するアフターケアコンディショニング、ド
クターカーへの外傷の緊急対応担当柔道整復師
としての帯同に加え、特筆すべきは、今回ゴー
ル地点にある佐伯地区医師会による医療班ブー
ス横にテーピングコーナーが新設され、本会の
柔道整復師を派遣し活動の場を広げることがで
きました。本会チームの本大会における役割と
期待が大きくなっていると思いました。
　この過酷なコース設定の鉄人レースを終えた
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アスリートの疲労度たるや相当なものがありま
す。この大会は過酷だけれどもアフターケアの
充実度はどの大会にもないものがあるとの評価
もいただいています。レースの緊張から開放さ
れた後、クベーレ吉和の温泉で疲れた体を癒し、
アフターコンディショニングとしてストレッ
チ・徒手療法・テーピングなどの施術を行うこ
とは、アスリートには大変好評を博しており、
私たちの持てる技術が大いに生かされているこ
とといえます。施術の後のアスリートの「あり
がとう」がまた私たちのアスリートに対する「あ
りがとう」でもあったのです。
　今後も柔道を始めとして各種スポーツイベン
トに積極的に取り組んでいこうと思います。

（広報員　石川勝也）

福岡県

飲酒運転撲滅宣言県内施術所の�
一括登録が新聞に掲載

　福岡県では、飲酒運転による事故の発生件数
が平成22年に全国ワーストワンとなったことを
受け、平成24年 4月から全国初となる罰則付き
の「福岡県飲酒運転撲滅運動の推進に関する条
例」が施行された。
　この条例が施行されたことによって、飲酒運
転による事故は大きく減ってきているものの、
今なお飲酒運転による事故が後を絶たず、県は
更なる運動の拡大を図っているところである。
　そこで、本会もこの取り組みに賛同し、会員
621施術所の「飲酒運転撲滅宣言書」を取りま
とめて提出する運びとなった。
　そして、平成25年 6月26日（水）午前10時から、
福岡県庁副知事室において、担当課である福岡
県新社会生活安全課を通じ飲酒運転撲滅宣言書
授与セレモニーが開催され、宣言書が松岡会長
から海老井悦子副知事に手渡された。副知事は、
この一括提出に加え、県との防災協定や子育て
応援事業の協力に対しても謝辞を述べられた。

　その後、全会員の施術所が「飲酒運転撲滅宣
言企業」として登録され、施術所待合室に宣言
書を掲示することとなった。
　なお、このことが平成25年 7月25日（木）の西
日本新聞朝刊に「福岡県柔道整復師会が飲酒運
転撲滅宣言　県内の621施術所も一括して登録」
の見出しで掲載され、一般の方にも本会の活動
を PRする良い機会となった。

（広報員　勢木博之）

▲2013年（平成25年） 7月25日木曜日　西日本新聞

▲海老井副知事（右）へ宣言書を提出する松岡会長
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出雲大社　60年ぶりの大掃除
ご 当地豆 知 識

　平成25年 5月、60年に一度の出雲大社大遷
宮が行われました。
　遷宮とは神殿などを綺麗に修復するもので、
ご神徳もパワーアップされると言われていま
す。そんな遷宮ブーム真っただ中の出雲大社
を紹介させていただきます。
・出雲大社参拝ルート
　出雲大社の境内に入れるルートはいくつか
ありますが、正しい参拝ルートは、最初は正
門鳥居から入るのが正式な参拝方法です。
　正門鳥居を入って少し歩くと、右手に「祓
社」という小さなお社が立っているので、こ
こで穢れを祓ってから本殿へ向かいましょう。
せっかく神殿も綺麗になっているので、綺麗
な心身を持って参拝したいですね。ちなみに、
白のものを身につけておくと更にご利益があ
ると言われているので、ぜひお試しください。
・出雲大社での拝み方は他とは少し違う
　一般的には　二拝二拍手一拝。
　出雲大社では　二拝四拍手一拝。
・出雲大社が縁結びの効果で有名な理由
　祭ってある「大

おお

国
くに

主
ぬしの

大
おお

神
かみ

」にあります。
世間では「大黒様」として親しまれている大
国主大神。

　大国主大神が天照大神に国譲
りをしたときに、縁を結ぶこと
を司るようになったことで出雲
大社が縁結びに効果があるとい
われるようになりました。
・ご利益スポット
　本殿に向かう途中、青銅でで
きた牛と馬が現れます。
　これは「神

しん

牛
ぎゅう

」「神
しん

馬
め

」とい
い、神様の乗り物とされている
牛と馬の像です。
　「神馬」は、子宝を授かる安

産の神馬とされていて信仰深く、鼻のあたり
を撫でるとご利益があるようです。
　「神牛」は、頭を撫でると学力がアップす
るといわれています。
・出雲の旧暦10月は一味違う！
　旧暦10月は他の地域から出雲大社に神様が
集まるため出雲地方では旧暦の10月を「神在
月」と呼んでいます。
　一方神様が出張する他の地域は神様がいな
くなるとされているので「神無月」と呼んで
います。
　神在月には八

や

百
およ

万
ろず

の神々が集まって、大国
主大神のお許しで縁結びの神儀も行われると
いわれています。
　神在月は出雲に全国から神様が集まる！
　一度にたくさんの願いを言えるのは「今で
しょ！」
　最後に、これから「神在月」を迎えようと
している出雲地方。
　島根には美味しい食べ物もたくさんありま
す！パワースポットめぐり、食めぐりを楽し
みに神々の国島根へのお越しをお待ちしてお
ります。

（広報員　井戸内　修）



－ 42－

《タイムスケジュール》
11：50　開会式
12：00　 大学評価・

学位授与機
構説明会

13：00　 特別講演
「我が野球
人生に思う」

14：30　 学術講習会
「富山大学
寄附講座報告」

15：40　 全国ボランティア活動報告
「公益社団法人鹿児島県柔道整復師会
ボランティア報告」

16：00　 会員発表「骨継ぎの知恵袋」
「身近にある物を使った応急処置」

16：20　生涯学習活動報告
16：40　保険部報告事項
17：00　閉会式

【特別講演】
演題：「我が野球人生に思う」
講師： 元プロ野球選手・監督

山本　一義　先生
内容：チームは人間関係が重要で、周りと絆が
できれば強くなれる。広島カープで15年間 4番
打者として頑張り、巨人戦で最も打ったが、あ
るとき、地元ファンにひどくヤジられ、スタン
ドに登って行ってファンを怒鳴った。その時に
敵チームであった巨人のナンバー 2の牧野コー

チに怒られた。長嶋・
王であったらどんな
ヤジにも笑って対応
すると、辛いときほ
ど笑え、90数パーセ
ントの人間は辛い顔
をするが、一握りの
笑える選手になれと
諭された。

平成25年度学術・生涯学習講習会印象記
学術部　岩本芳照

日整生涯学習講習会は今年で第21回目を迎えたが、日整会館 2階大会議場において例年どおりに
開催された。公益目的事業として一般公開講座となっており、都民や一般会員にも参加していた
だき、約145名の参加者には大変好評の講習会となった。
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　ルーツ外人監督が広島に就任したときに「勝
つために行動しよう」「勝つために…」「勝つた
めに…」と 4ヶ月間言われ続けたが、 2ヶ月目
位から選手が本気になって行った。積極的思考
と言葉に出すことが重要である。
　オールスターで前の打者の長嶋さんが「俺は
打てる」「俺はチャンスに強い男だ」とブツブ
ツ言いながら出て行って見事に逆転打を打った。
やはり何事も必ずできるという意識が重要だ。
　今の選手は「違和感」で休むが、長嶋さんは
「指の亀裂骨折ぐらいで休めるか」と言って出
場していた。私も鎖骨亀裂骨折した時に出よう
としたが、さすがに痛くて無理だった。 1日休
むと自分に分かる、 2日休むとライバルに分か
る、 3日休むと監督に分かる。怪我をした選手
や将来のある子供たちをどうか 1日でも早く治
してあげてください。
　勝負の世界に生きた男の厳しさと、何事にも
通じる成功の秘訣を、笑いを交えながらお話し
いただき、大変好評だった。

【学術講習会】富山大学寄附講座報告
演題： 「運動と柔道整復後療法」～高齢化社会に

おける柔道整復後療法の重要性～
講師： 富山大学大学院 

西条　寿夫　教授
内容：日整が富山大学で行っている寄附講座で
研究中の、運動と柔道整復後療法についての説
明があった。
1．社会の高齢化と要介護認定
2．運動が脳に及ぼす影響
3．腰痛に対する柔道整復後療法の有効性に関
する臨床試験

4．柔道整復後療法のメカニズム解明（科学的
根拠）

　①ヒトを用いた研究
　②動物を用いた研究

　以上の項目について
研究成果の詳しい報告
があった。さらに、遅
発性筋痛に対する後療
法の分子基盤、手技療
法・温熱療法の効果な
ど、メタボローム解析

について現在も研究を行っている。

【全国ボランティア活動報告】
担当： 九州ブロック 

（公社）鹿児島県柔道整復師会
演題： 「（公社）鹿児島県柔道整復師会ボランティ

ア報告」
演者： （公社）鹿児島県柔道整復師会

野村　鉄男　会員　
内容： 1月　指宿菜の花マラソン救護　 

7月　中体連柔道大会救護　 
8月　ふるさと学園夏のお楽しみ会主催 
10月　妙円寺参り柔道大会救護　

　鹿児島市民スポー
ツ大会救護（年 5回）
　マスターズバレー
ボール大会・市民マ
マさんバレーボール
大会・市民バトミン
トン大会・市民卓球
大会・市民生き生き
フェスタ、等を行っ
ているが、中でも特に「指宿菜の花マラソン救
護」「ふるさと学園夏のお楽しみ会」について
の詳しい活動報告があった。

【会員発表】骨継ぎの知恵袋
演題：「身近にある物を使った応急処置」
演者： （公社）兵庫県柔道整復師会

五反田　重夫　会員
内容：ペットボトル
を使った固定装具の
作り方、食品トレー
を使った固定装具の
作り方、ペットボト
ル応用編（コップ・
ランタン等）、新聞
スリッパの作り方、
スーパーなどのレジ

袋を使った応急処置、キッチンペーパーを折る
だけの紙マスクの作り方など、スライドと実演
を交えた発表があったが、会員にとっても参考
になった。
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■はじめに

　近年、肩や頸（首）のコリや腰にハリや痛み
などの症状を訴える人が目立つ。厚生労働省の
平成19年国民生活基礎調査によると、日本人の
有訴者率は、男性の 1位が腰痛、 2位が肩こり、
女性の 1位が肩こり、 2位が腰痛と、腰痛と肩
こりが上位を占め、男女ともそれが上昇してき
ている。また、腰痛の通院者率は、男性が 4位、
女性が 2位と上位にあり、腰痛と肩こりの対策
は重要な課題といえる。日常診療においても患
者から腰痛、肩こりの解消方法について問われ
ることが多々あり、これから述べる体操を推奨
している。

■腰痛・肩こりの原因

　最近の生活や労働は、機械化や電化が進み、
身体活動を極めて低下させることとなった。ま
た、一般的な職場でのからだの使い方は、デス
クワークなどの静的作業が多く、偏りのあるも
のにした。このようなからだの使い方は、頸（首）
肩背腰部の筋の十分な収縮と伸展を繰り返す機
会が不足し、静的な筋収縮に終始した状態を多
くしている。静的筋収縮の持続は、筋の血管を
長時間圧迫させるので、筋の血流阻害が生じて
代謝を悪くし、疲労物質などの発痛物質の蓄積
を増大させることになり、コリやハリなどの自
覚症状を訴えるようになる。また、脊椎骨は約
25個あるが、その椎間関節の動きも不十分とな
るため、椎間関節を取り巻いている靱帯の弾力
性喪失や筋拘縮を招き、骨折でギブスを装着し
た後のように椎間関節の可動域が失われること
になる。そしてからだを反って、椎間関節が少
し動かされただけでも疼痛を訴えるようにもな
る。

　従って、最近の多くの頸（首）肩背腰部のコ
リやハリなどの自覚症状の原因は、頸（首）
肩背腰部の筋の十分な収縮と伸展を繰り返す機
会が失われたことにあると考えられる。

■腰痛・肩こりの予防改善体操

　原因が頸（首）肩背腰部の筋の十分な収縮と
伸展を繰り返す機会が失われたことにあると考
えるならば、その予防と改善の対策として、頸
（首）肩背腰部の筋の十分な収縮と伸展を補う
ことが必要となろう。ここでは頸（首）肩背腰
部の筋の十分な収縮と伸展を伴う体操として、
東京海洋大学大学院の佐野裕司教授が提案して
いる立位で簡単にできる「背反らし・背伸ばし
体操」を紹介する。それは、写真のとおり「背
反らし体操」と「背伸ばし体操」の 2種類の体
操からなる。
　「背反らし体操」は、頸（首）肩背腰などの
背中側の筋の収縮と弛緩を繰り返すことにより、
筋血流を促進し、代謝をよくすることを目的と
している。はじめに①の両足を肩幅程度に広げ
た立位姿勢から、②の腕を後方に振り上げて背
中を挟むようにし、次いで頭部を後屈させなが
ら上半身をしっかり反らせる。そして①の立位
姿勢に戻って、それを繰り返す。号令をかけて
実施するならば、 1， 2， 3， 4が②のからだ
反らし（約 3秒）、 5， 6， 7， 8が①の立位
姿勢である（約 3秒）。それを10回繰り返す（約
1分）。
　「背伸ばし体操」は、頸（首）肩背腰などの
背中側の筋をしっかり伸展させて、筋の拘縮や
硬化緊張を改善させることを目的としている。
はじめに①の両手を後頭部で組んだ立位姿勢か
ら、②の肘で顔をはさみ、顎を引いて胸を丸め、
上半身をしっかり前屈させる。そして①の立位

私の施術法学術シリーズ（第18回）

腰痛や肩こり（頸肩背部痛）の
発生要因とその予防改善対策について

富山県　高崎　光雄
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姿勢に戻って、それを繰り返す。号令は、1，2，
3， 4が②の顎を引いて胸を丸めた前屈（約 3
秒）、 5， 6， 7， 8が①の立位姿勢である（約
3秒）。それを10回繰り返す（約 1分）。
　この背反らし・背伸ばし体操は、 1セットを
約 2分で実施できるが、必ずはじめは軽めに行
い、慣れてきたらしっかり行うようにする。ま
た「背反らし体操10回」→「背伸ばし体操10回」
の順で行い、それを 1日に 1～ 2セット実施す
ることが望まれる。

■体操の効果

　私の施術所でこの体操を紹介したところ、体

操を 1セット実施した直後に、頸（首）肩背腰
部のコリ、ハリなどの症状が軽減して「からだ
が軽くなった」「スッキリした」との感想が多
く寄せられた。
　佐野教授によると「緊張・不安」「抑うつ・
落込み」「怒り・敵意」「疲労」「混乱」といっ
たネガティブな精神レベルが改善し、「活気」
といったポジティブな精神レベルが上昇するこ
と。さらに、背反らし・背伸ばし体操を 1～ 3
ヶ月間継続すると、頸（首）肩背腰部の筋や靱
帯などの身体状態が改善し、コリやハリなどの
症状も軽減消失することが明らかになったと報
告している。
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　私
の
夢
は
、
柔
道
整
復
師
の
資
格
を
取
得
し
て
、
学

ん
だ
知
識
・
技
術
を
生
か
し
て
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と

で
す
。

　私
が
柔
道
整
復
師
を
目
指
す
こ
と
を
決
め
た
き
っ
か

け
は
、
中
学
生
の
こ
ろ
母
親
に
連
れ
て
い
か
れ
た
整
骨

院
で
受
け
た
施
術
に
感
動
し
た
か
ら
で
す
。
私
は
小
学

生
の
こ
ろ
柔
道
を
習
い
始
め
、
中
学
生
に
な
っ
て
か
ら

腰
痛
に
悩
ま
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
生
活
に

ま
で
影
響
が
出
て
き
た
た
め
、
整
骨
院
に
行
く
こ
と
に

し
た
の
で
す
。
そ
こ
で
柔
道
整
復
師
の
先
生
に
施
術
し

て
も
ら
う
と
腰
の
痛
み
が
驚
く
ほ
ど
軽
く
な
り
、
思
い

切
っ
て
柔
道
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
嬉
し
さ
と
、
同

時
に
先
生
の
技
術
に
感
動
し
た
の
で
す
。

　ま
た
、
地
域
に
貢
献
し
た
い
と
思
っ
た
理
由
は
、
朝

日
医
療
専
門
学
校
に
入
学
し
、
授
業
や
部
活
動
で
怪
我

の
こ
と
や
い
ろ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
の
救
護
活
動
、
テ
ー
ピ

ン
グ
な
ど
を
見
て
、
こ
こ
で
得
た
知
識
・
技
術
を
私
の

地
元
の
人
た
ち
に
生
か
し
た
い
、と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
子
供
か
ら
高
齢
の
方
た
ち
が
元

気
に
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
も
ら
い
た
い
、
私
が
そ
の
支
え

に
な
り
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
私
は
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
や
柔
道
を
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
大
き
な
怪
我
は
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
先
輩
・
後
輩
が
骨
折
な
ど
の
怪
我

で
練
習
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
り
、
試
合
に
出
場
で
き

な
く
て
悔
し
い
思
い
を
し
て
い
る
の
を
間
近
で
見
て
い

て
い
つ
も
悲
し
く
な
り
ま
し
た
。
私
に
何
か
で
き
な
い

か
、
い
や
私
の
周
り
だ
け
で
な
く
も
っ
と
た
く
さ
ん
の

人
た
ち
が
同
じ
よ
う
な
思
い
を
し
て
い
る
な
ら
私
が
支

え
に
な
っ
て
あ
げ
ら
れ
な
い
か
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　私
の
夢
を
叶
え
る
た
め
に
、
私
が
今
や
る
べ
き
こ
と

は
勉
強
で
す
。
授
業
以
外
に
も
外
部
の
勉
強
会
に
参
加

し
た
り
、
救
護
活
動
に
参
加
し
た
り
、
知
識
と
技
術
を

身
に
つ
け
地
域
の
人
び
と
の
支
え
に
な
れ
る
よ
う
、

日
々
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
少
し
で
も

み
ん
な
の
役
に
立
つ
た
め
に
。

「
地
域
の
た
め
に
私
が
で
き
る
こ
と
」

朝
日
医
療
専
門
学
校

　広
島
校

　鈴
木

　裕ゆ

映い

子こ

平成25年度公益社団法人日本柔道整復師会主催学術大会一覧
担当都道府県 学会名称 講師・演題 開催予定日

関　東
（公社）
山 梨 県 整 骨 師 会

公益社団法人日本柔道整復師会
第36回関東学術大会　山梨大会

国立病院機構甲府病院外科系診療部長
荻野哲男先生
独立行政法人福祉医療機構福祉貸付
部長
千田　透先生

平成26年
3月 9日（日）

山梨大会は、どなたでも無料でご参加いただけます。
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今
年
5
月
、
60
年
ぶ
り
の
御
修
造
「
平
成
の
大
遷
宮
」
が
行
わ

れ
た
出
雲
大
社
は
、
縁
結
び
の
神
様
と
し
て
知
ら
れ
る
「
大
國
主

大
神
」
を
お
祀
り
し
て
い
ま
す
。
前
の
遷
宮
の
年
、
昭
和
28
年
5

月
に
、
荒あ
ら
が
き垣
内
に
あ
っ
た
古
い
拝
殿
・
鑽さ
ん

火か

殿で
ん

・
庁
ち
ょ
う
の

舎や

が
不
慮

の
火
の
た
め
に
焼
失
し
ま
し
た
が
、
全
国
の
崇
敬
者
の
浄
財
に
よ

っ
て
、
6
年
後
の
昭
和
34
年
に
戦
後
の
本
格
的
な
木
造
建
築
と
し

て
屈
指
の
規
模
を
誇
る
総
檜
造
り
の
新
拝
殿
が
竣
功
し
ま
し
た
。

巨
大
な
注し

連め

縄な
わ

は
周
囲
4
m
、
長
さ
8
m
、
重
さ
1
・
5
ト
ン
あ

り
ま
す
。
こ
こ
の
参
拝
の
流
儀
は
「
二
拝
、
四
拍
、
一
拝
」
で
す

が
、「
し
あ
わ
せ
」
を
願
う
心
か
ら
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

稲い
な

羽ば

の
素し
ろ

兎
う
さ
ぎ

の
説
話
が
我
が
国
最
初
の
医
療
行
為
と
さ
れ
、
大

國
主
大
神
は
「
医
の
神
様
」
と
い
わ
れ
、
出
雲
大
社
が
あ
る
こ
の

地
方
は
古
来
よ
り
「
医
療
発
祥
の
地
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

〈
表
紙
解
説
〉

出
雲
大
社

　拝
殿

社
団
法
人
広
島
県
柔
道
接
骨
師
会

　
　石
川

　勝
也

第40回日整親善ゴルフ栃木大会は中止

　平成25年 9月16日（月・祝）栃木県宇都宮サンヒルズカントリークラブにて、第40回日整
親善ゴルフ大会が開催される予定でしたが、台風18号の影響により中止となりました。余念
なくご準備いただいた栃木県の先生方に感謝申し上げます。

広報部

日整はつらつ！発行日と原稿締切 ※原稿の締切厳守をお願いします。（広報部）

号 数 15号

11月20日

1月20日

16号

1月20日

3月20日

原稿締切

発 行
平成２６年

平成２６年

17号

3 月20日

5月20日

18号

5月20日

7月20日

◆原稿締切日は奇数月２０日です◆
〈投稿される会員へお願い〉
ワードまたは一太郎などで作成された原稿の場合は、そのファイルをメールでご送付ください。
★編集会議の結果、投稿の内容により未掲載となる場合もありますのでご了承ください。また「投稿」

★投稿文は各都道府県事務所を通して応募ください。
★原稿・投稿者名にはふりがなをお願いします。

宛先：“日整広報” 〈kouhou@shadan-nissei.or.jp〉

の場合、必ず日整広報原稿と記入または入力してください。

19号

7 月20日

9月20日

20号

9月20日

11月20日
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【
短

歌
】

山
梨
県

明
風

散
人

回

想

将
来
は
医
師
を
夢
見
し
若
人
は

万
難
排
し
初
心
つ
ら
ぬ
く

医
は
仁
術
と
僻
地
医
療
に
挺
身
し

信
念
つ
ら
ぬ
き
十
余
年
を
経
つ

思
い
遣
り
心
遣
い
の
細
や
か
に

整
形
病
棟
朝
が
始
ま
る

奈
良
県

長
谷
川
浩
行

「
模

様
」

早
春
の
季
節
は
遠
き
舞
う
雪
に

天
を
仰
ぎ
て
心
失
せ
る
や

と

淡
雪
や
溶
け
て
草
花
姿
を
も

手
に
と
る
息
吹
春
待
ち
た
る
や

は
こ

春
の
音
柔
ら
か
な
風
運
び
し
て

華
の
花
び
ら
天
空
に
舞
う

【
俳

句
】

群
馬
県

鈴
木

乗
風

菜
種
梅
雨

く
す
し

薬
師
よ
り
自
愛
の
書
状
菜
種
梅
雨

冴
返
る
形
見
の
服
の
匂
ひ
か
な

乙
女
ら
の
輪
切
り
キ
ュ
ウ
イ
の
春
を
呼
ぶ

【
川

柳
】

北
海
道

阿
部

篤
夫

外
吹
雪

友
よ
り
届
く
万
年
青
咲
く

吹
雪
あ
と
午
後
の
患
者
が
少
し
増
え

春
遠
い
彼
岸
過
ぎ
て
も
ま
だ
雪
が

石
川
県

東

勝
一

終
列
車
汽
笛
を
残
し
て
走
り
去
り

日
本
海
あ
の
日
の
旅
は
遠
く
な
り

今
の
旅

時
短

軽
装

快
適
性

「日整文芸欄では一般の方々からの投稿を募集しております」

広 報 部

日整文芸は、会員の方に加え、一般の方々からも「短歌」「俳句」「川柳」を募集します。一般の方
の投稿は、日本柔道整復師会会員を通じて、都道府県名、紹介会員名および連絡先、作品提出者名を
明記の上、ご応募してください。
日整文芸を通じて読者の皆様とよい交流の場となればと願っております。
作品は会員と同じく１人３首〈句〉までといたします。多くのご応募をお待ちしております。

宛 先 〒１１０�０００７ 東京都台東区上野公園１６番９号
公益社団法人 日本柔道整復師会広報部
TEL：０３�３８２１�３５１１ FAX：０３�３８２２�２４７５
E�mail : kouhou@shadan�nissei.or.jp

（作品は１人３首〈句〉までといたします）
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月
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に
浮
ぶ
夏
の
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■今年から広報部で仕事をさせていただきます。
自分も戸惑い、先輩の先生方へ迷惑のかけっぱ
なしです。カメラ・ビデオの取材、辞書を片手
の校正。少しでも近付きたいと思っています。
1文字、 1文字の大切さ、日整の顔としての外
部広報、会員の先生方に迅速で正確な情報提供
の内部広報。教えをいただきながら努力いたし
ます。� （晴天雀）
■先日、物置部屋のダンボールをひっくり返し
ていたら、東京オリンピックのモノクロ写真集
が目に留まった。最初に開いたページは勿論柔
道競技。無差別級で、試合を終えたヘーシンク
選手の勝者としての冷静沈着な行動。この態度
が柔道を世界に広めたきっかけになったと、改
めて見入った。
　前開催から50年。今回、我が業界は柔道競技
の応援団に止まることなく、 7年後の東京開催
に向けて、トレーナー活動等々に関わり協力し
なければならない。工藤会長の言葉をかりるな
ら、我が業界の名誉を掛けて、日本の武士道精
神にのっとった「おもてなし」ができるよう頑
張りたい。� （多毛家）
■今年も、第 3回日整全国少年柔道形競技会の
すべてのビデオ撮影をさせていただきました。
　学生のとき、昇段試験の前に一生懸命練習し
た懐かしい思い出が蘇りました。どのチームも
レベルが高く素晴らしい競技会でした。出場選
手の大変な練習と指導された先生方の計り知れ
ないご苦労があったと思います。
　広報誌では掲載しきれない日整全国少年柔道
大会・形競技会の模様を日整のホームページで
動画やスライド写真で配信中です。ぜひ関係者
の皆様にお知らせくださり、多くの方々にご覧

になっていただければ幸いです。� （家真舵）
■本誌の中で、第40回日整親善ゴルフ栃木大会
が中止になったことをお知らせしました。今年
猛威を震った台風ですが、全国各地で生々しい
被害の映像を見るたびに胸が痛みます。これだ
け日本列島の近海を通る台風、時には上陸する
台風を経験した年は、過去にあまり記憶にあり
ません。地球温暖化で台風が発生しやすい条件
だといっても異常気象だと思います。
　そこで、雪国に住む我われにとって異常気象
の影響で大雪にならないように祈るだけです。
例年通り冬将軍との対決の準備に取り掛かる時
期になりつつあります。� （魅家下）
■これからの広報部、IT委員会は、日整の行
事に対して「速報」ということで即座に記事を
作成して、 1週間以内にお知らせをする方針と
なりました。ただし、正確な情報が必要とされ
ますので、初心に帰りしっかりとした記事づく
りを心掛けたいと思います。� （和座尾）
■10月13日、公益社団法人日本柔道整復師会主
催の生涯学習講習会の特別講演を聞いた（今号　
42ページ参照）。講師は、広島東洋カープ（現
広島カープ）で15年間 4番打者として名声を上
げた山本一義さん。往時を述懐し、野球界を風
靡した長島茂雄さん、王貞治さんらとの出会い
を糧に野球人生で得た教訓を語った。
　氏は講演の中で「チームは人間関係と絆」「何
事も必ずできるという意識」が重要であると説
いた。社会生活もこの 2つは欠かせない要素で
あろう。仲間がエラーをしたときは、決して非
難をしないで補ってあげることが輪につながり、
好結果を生む。助け合いの精神を基本として、
お互いの信頼を基礎とすることが最も大切であ
ることを改めて強く感じた。� （多夢楽）

編　集　後　記

「日整はつらつ 」VOL. 14 NOV 2013

平成25年11月20日発行

公益社団法人 日本柔道整復師会

〒１１０‐０００７東京都台東区上野公園１６－９

電 話（０３）３８２１３５１１（大代表）

発 行 人 　 工 藤 鉄　男

編 集 者 　 永 田 官 久

制作・印刷所　東京リスマチック株式会社



柔
道
整
復
師
倫
理
綱
領

国
民
医
療
の
一
端
と
し
て
柔
道
整
復
術
は

国
民

大
衆
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ

民
族
医
学
と
し
て
伝

承
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が

限
り
な
い
未
来
へ

連
綿
と
し
て
更
に
継
承
発
展
す
べ
く

倫
理
綱
領
を

定
め
る
も
の
と
す
る

こ
こ
に
柔
道
整
復
師
は

そ

の
名
誉
を
重
ん
じ

倫
理
綱
領
の
崇
高
な
理
念
と

目
的
達
成
に
全
力
を
傾
注
す
る
こ
と
を
誓
う
も
の
で

あ
る

1

柔
道
整
復
師
の
職
務
に
誇
り
と
責
任
を
も
ち

仁
慈
の
心
を
以
て
人
類
へ
の
奉
仕
に
生
涯
を
貫
く

2

日
本
古
来
の
柔
道
精
神
を
涵
養
し

国
民
の
規

範
と
な
る
べ
く
人
格
の
陶
冶
に
努
め
る

3

相
互
に
尊
敬
と
協
力
に
努
め

分
を
わ
き
ま
え

法
を
守
り

業
務
を
遂
行
す
る

4

学
問
を
尊
重
し
技
術
の
向
上
に
努
め
る
と
共
に

患
者
に
対
し
て
常
に
真
摯
な
態
度
と
誠
意
を
以
て

接
す
る

5

業
務
上
知
り
え
た
秘
密
を
厳
守
す
る
と
共
に

人
種

信
条

性
別

社
会
的
地
位
な
ど
に
か
か

わ
ら
ず
患
者
の
回
復
に
全
力
を
尽
す

こ
の
日
整
マ

ー
クは接骨・整骨の安

心・
信
頼
の
マ
ー
ク
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